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ご　挨　拶
� 学生支援本部長　佐久間淳一

名古屋大学学生支援本部は、2021年 4月1日付で学生支援センターが改組されて発足

した新組織です。もともと、学生支援センター自体、2019 年 4月に発足したばかりの組織

ではありますが、新型コロナウィルス感染症の拡大が学生の心身の健康に深刻な影響を及ぼ

す中で、学生支援の重要性、とりわけ一次支援を強化する必要性があらためて認識されるに

至ったことから、学生支援体制の一層の強化を企図して、更なる改組を行うこととなりました。

この間、2020 年 4月には東海国立大学機構が発足しましたが、この改組によって、学生支

援における岐阜大学との連携にも、一層強力な体制で臨めることになります。

国立大学法人法第 22条には、国立大学法人の業務として「学生に対し、修学、進路選択

及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと」が二番目にあげられています。本学でも、以前より学生に対

する相談や援助への取組は積極的に行ってきており、学生支援センターの前身に当たる、2001年設立の学生相談総合セ

ンターでは、学生相談部門、メンタルヘルス部門、就職相談部門、障害学生支援室が連携しながら学生対応ならびに支

援に当たってまいりました。しかし、新型コロナウィルスの出現以前から、来談学生が増加するとともに、相談内容も多

様化する傾向があったこと、また、留学生の増加に伴い、日本人、留学生を問わず、適切な支援を提供する必要性が高まっ

たことなどから、部門間及び留学生受入部門との連携を強化する必要が認識されるようになり、それを受けて設置され

たのが、学生相談・共修推進室、キャリアサポート室、障害学生支援室の3つの室から構成される学生支援センターです。

今回、学生支援センターをさらに学生支援本部に改組するに当たっては、学生相談・共修推進室は学生相談センターに、

キャリアサポート室はキャリアサポートセンターに、そして、障害学生支援室はアビリティ支援センターに変わることにな

りますが、「室」から「センター」への名称変更は、単なる看板の架け替えではありません。学生支援本部では、各セン

ターがセンター長の指揮の下、より自律的、機動的に現実のニーズに対応することができるようになる一方で、名古屋大

学副総長が兼務する本部長が、現場を代表する副本部長と共に3つのセンターを統括することによって、入学から卒業

まで一貫した学生支援体制の実質化が可能となり、これによって、20年来の歩みの一つの到達点とも言える学生支援体

制が実現することになります。なお、障害学生支援室については、単に障害に配慮するだけではなく、多様な学生が個

性を発揮し、生涯にわたるウェルビーイングの向上につながる支援を実現するという意味合いから、「アビリティ支援」セ

ンターと改称することにしました。

学生支援センターが学生支援本部に改組されて、学生支援の強固な足場ができたとはいっても、学生支援本部だけで、

学生が必要とする支援のすべてを行えるわけではありません。学生が所属しているのはそれぞれの部局であり、学生の状

況を直接知り得るのは部局の教員です。悩みや不安を抱えた学生が、直接学生支援本部に相談に来る場合もあるでしょ

うし、また、学生支援本部では、相談に来ない学生の中から実際には悩みや不安を抱えている学生を見つけるための取

組も行っていますが、部局及び部局の教員の協力なしで、学生の実情を十分に把握し、一次支援を強化することは困難です。

他方、学生が悩みや不安なく勉学や研究に取り組めることは、学習や研究の成果につながるわけですから、学生の学び

の場としての大学にとって、学生支援の充実は、教育の高度化や研究の振興と並ぶ重要課題であることを、大学としてあ

らためて認識することも肝要です。

このように、学生支援は、それをもっぱら担当する組織だけが担うのではなく、全学的な方針の下、学生支援組織と

部局が手を携えつつ大学全体で取り組んでいくものでなければなりません。大学には様々な組織がありますが、その中

でも重要課題を担う組織は、「本部」なり「機構」なり、それに相応しい名称を持っています。ですから、このたび、学生

支援を担う組織の名称に「本部」が入ったことは、本学における学生支援の充実、強化に向けた大きな一歩であることは

間違いありません。もちろん、時代の流れとともに、必要な学生支援の中身も変わっていきますし、新型コロナウィルス

感染症の拡大が、大学における学生支援のあり方に大きな課題を突きつけたことも確かです。そのため、今後も、必要

な体制面の見直しは行っていかなければなりませんが、それは走りながら考えていくほかありません。

本プロファイルで紹介されているのは令和 2年度の学生支援センターの活動状況ですが、学生支援本部では、新型コ

ロナウィルス感染症への対応の経験も踏まえて、学生支援の一層の充実を図ってまいりますので、関係者の皆様方におか

れましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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組　織　図

沿　革　

　1956年　　学生部により、週２時間の学生相談が開始される。

　1964年　　学生相談室が設置される（兼任相談員1名）。

　1970年　　学生相談室に助手１名が着任。

　1971年　　保健管理センターが設置され、講師１名（精神科医）が着任。

　1985年　　学生相談室の相談員が２名体制になる。

　1993年　　留学生センター内に指導相談部門が設置される。

　1997年　　学務部厚生課内にて週２回の就職相談が開始される。

　［2000年　　文科省「大学における学生生活の充実方策について  －学生の立場に立った大学づくりを目指して－」報告。 ］

　2001年　　学生相談、メンタルヘルス支援、就職相談を統合し、学生相談総合センターが設置される。

　2004年　　就職支援室が設置される。

　2006年　　工学部7号館に本部2号館プレハブ棟より移転。

　［2007年　　JASSO（学生支援機構）「大学における学生相談体制の充実方策について」報告。 ］

　2010年　　障害学生支援室が設置される（職員１名）。

　［2013年　　障害者差別解消法成立。 ］

　2013年　　障害学生支援室に特任講師１名が着任。

　2013年　　10月、国際教育交流センターアドバイジング部門が設置される。

　2018年　　就職支援室からキャリア支援室に名称変更。

　2019年　　学生相談総合センター（教育研究組織）から学生支援センター（運営支援組織）に改組。

　2020年　　工学部7号館から学生支援棟（旧職員クラブ）へ移転。

　2021年　　4月、学生支援センターから学生支援本部（運営支援組織）に改組。

東海国立大学機構 機構長

アカデミックセントラル
（人生構想力教育共創部門） 学生支援連携調整会議

名古屋大学 岐阜大学

教育推進学生支援機構

学生支援センター
　・ 就職支援
　・ 経済支援
　・ キャンパスライフ支援
　・ キャリア教育
　・ キャリア形成支援
　・ 課外活動支援

保健管理センター
〇学生相談室　〇障害学生支援室

総合保健体育科学センター

学生相談センター
　○カウンセリング部門
　　教育連携室
　○メンタルヘルス支援部門
　○共修推進部門

アビリティ支援センター
　○修学支援部門
　○ライフデザイン支援部門

キャリアサポートセンター
　○就職キャリア相談部門
　○就職支援部門
　○博士人材キャリア育成部門
　○国際キャリア支援部門

学生支援本部

連携強化

総　長

学生支援本部長

学　長

教育推進・学生支援機構長

地
域
協
学
セ
ン
タ
ー

キャリア・就職支援センター

連携・協働

連携・協働
連携・協働
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カウンセリング部門
Counseling Division

学生相談センター Student Counseling Center

・カウンセリング部門は、臨床心理士等による学業・進
路・対人関係といった学生生活上の悩みや課題につい
て援助・助言を行います。

・全学学生のこころの健康や心理的成長について縦断調
査を実施し、学生支援に活用しています。

・こころの緊急支援を各部門や部局と連携して行いま
す。

・個別相談以外にも、各種グループ活動（ゲームの会、
読書の会、留年生の会）を実施し、話すことが苦手な
学生に対する支援を提供します。

・学生相談サポーターの活動を指導しています。
・大学院生や新入生を対象とした心理教育を行っていま
す。

・教職員を対象としたFDを実施しています。

【相談例】
研究室における対人関係の悩み、友達関係や家族関係の
悩み、講義や研究に対する無気力感、不登校や休退学、
留年、進路変更、将来の不安、性のこと、しつこい勧誘、
など。

・教育連携室は、2名の臨床心理士が教職員・保護者
（家族）専用の窓口として、学生にまつわる問題解決
や学生の成長・発達の援助・助言を行っています。

・援助に際しては関係者（教職員・家族・各部局・内外
の支援者・学生支援本部の各センター）との連携・協
働を重視し、そのための支援も行っています。

・心理教育・グループ活動
　「いこまいセミナー」「ウェルネスセミナー」「新入
生特別講義」など学生・教職員を対象とした各種心理
教育プログラムと、「いこまいプロジェクト」など学
生の健康と成長へのチャレンジを支える活動を実施し
ています。

・FD研修・コンサルテーション
　部局や研究室を対象とした各種FD研修・コンサル
テーションを実施しています。

・全学学生のこころの健康や心理的成長について縦断調
査を実施し、学生支援に活用しています。

・こころの緊急支援を各部門や部局と連携して行いま
す。

・相談例
　学生のメンタルヘルス、不登校、適応、障害、無気
力、休退学、留年、進路、指導、大学・研究室におけ
る人間関係、チーム・組織活性化、スキルアップに関
してなど、学生にまつわることは何でも相談を受け付
けています。

教育連携室
Faculty Consultation Office

新規相談者数と延面接回数の推移

2020年度　利用者の内訳（人数）

【教育連携室】相談者数と相談回数の推移
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*その他：SNS等による学年不明分を含む
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【活動概要図】
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メンタルヘルス支援部門
Mental Health Division

共修推進部門
Inclusive Learning　Division

学生相談センター Student Counseling Center

共修推進部門（国際教育センターアドバイジング部門）
活動概要

一次予防一次予防

二次予防二次予防

三次三次
予防予防

不適応予防と国際共修推進不適応予防と国際共修推進

早期発見・早期支援早期発見・早期支援

個別相談・診察個別相談・診察

支
援
に
寄
与
す
る
研
究
活
動

・心理知識、多文化間適応力・調整力
を養う
・オリエンテーション、教養教育授業、
多文化間ディスカッショングループ、
コーヒーアワー、国際活動サークル・
各国留学生会・レジデントアシスタ
ントへの援助

・入学前の相談、健康診断、教職員か
らの相談への対応
・受入環境の調整、各部局・事務組織
との調整、現行制度の改善を提言

・問題が顕在化した後の対応（緊急時
対応含む）
・精神科診察、心理カウンセリング、
学内外の機関との連携
・問題の原因を分析し、一次予防体制
の改善につなげる

・メンタルヘルス支援部門は、3名の精神科医が学生の
診察、精神療法などを担当し、薬剤の種類は限られま
すが簡単な処方（保健管理室）も行っています。

・保健管理室が行う健康診断を用いたスクリーニングに
よる早期介入、他の相談部門や外部医療機関との連携
によるメンタル相談も行っています。

・コレクション自慢の会　　　　　
��それぞれの趣味やコレクションについて自由に語り合
うことを通じ、参加者のみなさんの交流を深めていく
ことを目的とした会を月に一度の割合で開いていま
す。

【相談例】
抑うつ・不安といった症状から、大学へいけない、対人
関係の悩みなど幅広いです。学生の他にも、学生の指導
にあたる教員および保護者の対応方法についての相談も
行っています。

・共修推進部門は、国際教育交流センターアドバイジン
グ部門の教員４名が兼務しており、留学生などの国際
学生や日本人学生等、多様な文化背景を持つ学生たち
と協力しながら、多文化共修・協働環境の整備にあ
たっています。

・精神科医による診察や治療、心理士によるカウンセリ
ング、国際教育アドバイザーによる相談、学生組織と
の連携により、国際学生の新しい環境への適応を支援
しています。

【相談例】
精神健康に心配がある、新しい環境に慣れるのが難しい、
人間関係に悩んでいる、日本の福祉制度を利用したい、
学内外で様々な人々と知り合い交流したいなど。日本語
と英語で相談に対応しています。

メンタルヘルス支援部門　面談件数（方法別）

メンタルヘルス支援部門　面談方法（構成比）
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2020年度の相談状況

就職支援部門
Career Support　Division

就職キャリア相談部門
Career Counseling　Division

キャリアサポートセンター Career Support Center

・就職活動やインターンシップ、進学に関する相談およ
び情報提供を行います。将来を考えるきっかけを提供
すべく低学年から参加できる全学年対象のキャリア支
援企画、具体的な就職活動期を支援する就職活動支援
企画など時期に適した多彩なイベントを開催していま
す。

・情報提供では、就職資料コーナーを設け、各種ガイ
ドブック、先輩たちの就職活動を記載した就職活動
体験記、OB･OG名簿の閲覧、職業適性診断システム
（キャリアインサイト）等、就活する学生が自由に活
用できるようにしています。また、求人票の閲覧・検
索、イベント予約、個別相談予約、進路決定報告の入
力、キャリアサポートセンターの来訪企業の確認等が
できるシステムを構築し、学生の利便性を図る支援を
行っています。

・３名のキャリアカウンセラーがインターンシップや就
職活動上での面接対策やエントリーシートの書き方、
企業選択、就職活動の方策から進路に関することまで
年間を通じて丁寧に対応しています。また、進学や就
職、大学を卒業あるいは修了後の人生に関する悩みや
不安、課題などについて、継続的なカウンセリングを
行っています。カウンセリングを通じて学生本人が今
自分が何をすべきかなど見つめ直す、または新たな発
見など社会へ育つ支援を行っています。

・学内インターンシップ（ワークエクスペリエンス）の
実施や学外就労支援専門機関と連携し、障害圏域の学
生に就業経験を通じて自己理解の醸成や就業への橋渡
しも積極的に実施しています。

・個別相談以外に、就活サロンやステップバイステップな
ど、集団相談会やグループワークを開催し、時期や学生
の特性に合わせた進路獲得支援を展開しています。

・同時に様々な学部・研究科等とガイダンス講義や就職
支援講座開催で協同しており、このネットワークを通
じて教職員から支援が必要な学生の紹介の輪がひろ
がっています。

・進路決定した学生による就活生支援グループ「就活サ
ポーター」の活動支援・指導を行っています。

来室数
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来室目的別割合

■就職に関する相談
■図書・DVDの貸出・返却
■就職相談員への相談・予約
■インターシップに関する相談
■OB・OG名簿の閲覧
■�求人票、先輩の就職活動体験記等の閲覧
■キャリア・インサイト（適正検査）の受検
■就活サポーターへの相談、活動
■その他
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新規相談者数と延面接回数の推移
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博士人材の支援の流れ

2006年から本部門を利用した
博士人材のキャリアパス

リサーチ：これまでの研究の延長上にある職（多くは研究職）
ノンリサーチ：これまでの研究の専門以外の職（異業種、異分野）

⇒研究生活で培った力で、多彩な場で活躍しています

博士人材の支援の流れ

登録 新たな
キャリアパスへ

多種多様な
活躍を！

企業と博士人材の交流会

Ｂ人セミナー大
学
院
生
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

面接による
キャリアパス

支援

就職活動期研修

スキル研修

業界別基礎研修

アイディア創造 ・
事業化研修

産業界

国際機関

自治体

アカデミア

起業

2006年から本部門を利用した博士人材のキャリアパス

企業・リサーチ
32%

その他
10%

アカデミック・
ノンリサーチ
6%

公務員・高校教員
6%

企業・ノンリサーチ
26%

アカデミック・
リサーチ
20%

Student
Support
Profile

キャリアサポートセンター Career Support Center

博士人材キャリア育成部門
Doctoral Student Division

国際キャリア支援部門
International Student　Division

・博士課程教育推進機構　キャリア教育室と連動してい
ます。

・博士後期課程学生やポスドク（博士人材）や博士後期
課程に進学希望の学生を中心としたキャリアパス支援
をしています。

・キャリアガイダンス、個人面談を中心にして、キャリ
ア形成の講義、セミナー、博士のインターンシップ、
企業との出会いの場である「企業と博士人材の交流
会」を開催しています。

・専門性はもちろん、多様な能力を培ってきたのが博士人
材です。アカデミックポディション以外にも、多彩な業
界や職で活躍するのを支援しています。

・相談希望者は（HP＝https://dec.nagoya-u.ac.jp/
career/）よりオンライン登録をしてください。

・外国人留学生や海外留学経験のある国内学生に向けて、
就職支援・キャリア形成支援を行っています。

・個別キャリア相談、キャリアランチ交流会（グループカ
ウンセリング）をはじめ、企業と連携した課題解決学習
（グローバルビジネスワークショップ）、日本企業や日
本のワークルールを知るための教育、合同企業説明会、
インターンシップなど、年間を通じて様々な教育機会を
提供しています。

・卒業後の進路相談、とくに日本企業への就職を目指す
皆さんが直面する不安や疑問に、丁寧にお答えします。

・留学生のための就職ガイダンスをご希望の方は、キャリ
アサポートセンターへお問い合わせください。

 

36% 28% 23% 4%

3%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

書類対策（自己理解など含む） 面接対策

就職活動の進め方 進路や就職活動にまつわる悩み

内定後の相談 インターンシップ

そのた

国際学生　相談内容

21%

18%

18%

10%

7%

7%

5%

4% 4%

3%

1%
1%
1%

1%

文学部・人文学研究科

経済学部・経済学研究科

工学部・工学研究科

情報学部・情報学研究科

国際開発研究科

法学部・法学研究科

環境学研究科

教育学部・教育発達科学研究科

医学部・医学系研究科

理学部・理学研究科

農学部・生命農学研究科

多元数理科学研究科

創薬科学研究科

国際言語文化研究科

国際学生　個別相談利用者の所属
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障害学生本人
65%

親・関係者
12%

教職員
23%

学外
0%

相談者の内訳

修学支援部門
Academic Learning Division

ライフデザイン支援部門
Life Design Division

アビリティ支援センター Ability Support Center

・アビリティ支援センター修学支援部門では相談員（准
教授、障害者支援専門職、障害学生支援コーディネー
ター）３名が、障害のある学生と所属部局等を対象に、
障害の有無に関わらず、その能力を適切に発揮できる
ような修学支援にあたっています。

・活動の１つは、どの学生にとっても使いやすいキャン
パス作りのためのユニバーサルデザイン化を推進する
ことです。もう１つは、それぞれの学生の個別の困難
に応じた修学上の調整である、合理的配慮の提供に関
する支援を行うことです。

・修学支援を行う学生サポーターを育成するために、障
害学生支援レクチャーシリーズ、修学支援スキル講習
会、障害理解を深める映画鑑賞会などを行っています。

・また、各部局における障害学生への対応や関わり方に
ついての相談、助言なども行っています。

・学生に対する啓蒙として、学生対象セミナーも毎年開
催しています。

【相談例】
座席指定、試験時間延長、補助器具使用、資料作成・配布、
時間管理や課題の管理、研究上の指導・助言などに関す
る配慮（調整）、施設改修に伴う助言、など

・アビリティ支援センターライフデザイン支援部門は、相
談員（准教授、障害者支援専門職、障害学生支援コー
ディネーター）３名が、障害のある学生の生活に関する
問題の支援を行なう部門です。障害のある学生が自分
の特性や困難をどのように理解し、どのようにその改
善を図るか、あるいはどのような環境を好ましく思うか、
それらを踏まえてどのようにして社会の中で生きていく
か、といったライフデザインの支援を行います。障害に
由来する課題と青年期としての課題との重なり合う状
態を、学生個人個人が自分なりに納得できる形でこなし
ていくことを支えます。

・現在行っている活動の１つは、大学生としての学習の仕
方を参加メンバーが持ち寄り、共有する、「大人の勉強
benkyo 会」です。週１回、４、５人の学生が同じ空間
で自習し、勉強の仕方について、各自の抱えるテーマに
ついて情報交換をしています。今後、日常生活における
困難や生活能力を高めるための工夫を共有する場、自
分と周囲の環境、両者の関係性について学ぶ場などを
作っていきたいと思っています。加えて、従来どおりの
個別の相談による支援も提供されます。

・ライフデザインについての情報発信も行う予定です。た
とえばしばしば問題となるスケジュール管理や整理整
頓の方法やノウハウ、小技、あるいは周囲の人との意図
や前提の食い違いの緩和の仕方といった情報を、誰に
とっても役立つ形で発信する予定です。

【相談例】
親子関係、障害特性や性格についての理解や対応、自分
に障害があるかどうか、どんな仕事が向いているか、な
どについて（それぞれ関係他部門との連携をしています）

ライフデザイン支援の枠組み

障害 ＝ 特性 × 環境

どのように生きていくのか？

不
調
和
＝
障
害

調
和
＝
健
康

❶相談

❷協議

❼相談

❹審議❺回答

❻合理的配慮

❶相談

❸修学支援申請

修学支援申請の手続き



10

Student
Support
Profile

ピアサポート Peer Support

１.学生相談サポーター 　学生相談サポーターの活動は、2014 年にスタートし、今年で７年目を迎
えました。サポーター数はシニアサポーター１名、アドバイザー２名、サポー
ター11名で、教育発達科学研究科の大学院生を中心に活動しました。例年
は、４月の新入生サポートや水曜日午後の中央図書館学生相談ブースでの相
談活動、紙媒体による相談である「ピアサポスト」と「つぶやきノート」への
回答作成を柱として活動してきましたが、2020 年度はコロナウイルスの流行
によって大学への登校や中央図書館の利用が制限されるなど、従来の活動が
できない状況に陥りました。苦境の中ではありましたが、サポーターの柔軟
な対応力で、９月には Zoomによる履修相談会の開催、Zoomによる新サポー
ター説明会の実施など、新しい活動の形を切り開きました。２月には、全国
のサポーターが集う「ぴあのわ in�オンライン」を名古屋大学・岐阜大学サポー
ター共催で成功させ、コロナ禍に負けず、学生相談サポーターらしい活動を
展開しました。

　「就活サポーター」は�2002�年度から活動を続け、進路が決まった卒業
期の学生たちがこれから就活に入る学生（プレーヤー）を支援しています。
主な活動は、就活生に自分たちの体験を伝えながら相談に対応すること。
そのために相談対応やサポーターとしての倫理について研修を通じて学
び、サポーターとプレーヤーの双方が安心して対面できる体制を整えていま
す。その他にも座談会や面接対策会など自分たちの経験を生かしたグルー
プワーク活動も提供している。就活サポーターはプレーヤーの支援にあた
るとともに、進路を決定してきたこれまでの活動を振り返り、社会に出て
行く自覚を醸成する活動でもあります。設立以来の多くの卒業生との交流
や、卒業生自身が互いを刺激しながらキャリアについて考えるネットワーク
が育っています。今年度はコロナの影響でメイン活動であるキャリアサポー
トセンターでの対面での相談業務が困難となりましたが、ovice によるバー
チャルサポルームを作り、オンラインでの活動をサポーター 9 名で運営しま
した。

２. 就職活動サポーター

　学生サポーターの集まり「air（あいる）」は�2010�年度から活動をしており、
2020 年度は女子 8�名、男子�4�名の構成となっています。アビリティ支援
センターを中心に活動をしていますが、実際の活動場所はキャンパス内に
広がっています。
　主な活動の１つは、障害のある学生の修学支援の補助ですが、今年度は
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う授業の遠隔化によって、あまり活
動の機会がありませんでした。しかし、学生対象セミナーではUDトークを
用いた zoom 講演でのリアルタイム文字化に初めて取り組みました。また、
講演の映像に字幕をつける作業を行い、これから増えるニーズにそなえま
した。
　air�のメンバーはサークルのように、自主的に活動の方向性や内容をミー
ティングで決め、アビリティ支援センターと協力しながら活動に当たってく
れています。最近では、SNSでの意見交換、ミーティング、ニュースレター
の発行、手話の勉強会などを熱心にしています。

３.アビリティ学生支援サポーター





12

2020 年度
学生支援活動報告

Student
Support
Profile

2020年度コロナ禍における学生支援活動

2020 年初頭からわが国においても感染の拡大が認められた新型コロナウィルス感染症（COVID-�19、以下コロナ禍）

の流行は、これまで当たり前にあった日常や社会構造を瞬く間に激変させ、大学においても想定外の出来事に試行錯

誤的な対策を求められる１年間であった。学生支援においても、想定外かつ緊急に対応を求められるという、これまで

に経験のない事態であり、その意味では、大規模災害時と同様の対応を求められてきたといえよう。

その中でも特に第一に支援が必要であると考えたのは、2020 年度入学生であった。合格の喜びもつかの間に、入

学式の中止が決まり、オンライン授業になり新歓中止や登校の禁止など、彼らの心理的なダメージは計り知れないもの

と危惧された。また、これまで継続支援してきた学生の対面相談の変更を余儀なくされ、深刻な問題を抱える学生を

対面せずに支援できるのだろうか、など緊急課題は山積みであった。

さらに、経済的困窮による相談も増え、食料配布支援業務を臨時的に実施するなど、想定外支援の連続であったと

いえる。

この原稿を書いている2021年 3月、ようやくコロナ禍の1年間を終えようとしているが、先の見通せないコロナ禍、

という状況での学生支援は新年度からも継続すると思われる。コロナ禍での学生支援センターの活動実績を記録とし

て残す作業は、今後のより良い学生支援対策に繋がる貴重な記録になると考えている。本プロファイルは、その記録

を学内外関係皆様とも共有したく、同冊とすることにした。

いつ終わるかもしれないコロナ禍ではあるが、新たに入学する名大生と在学中の名大生すべての学生にとって、どの

ような状況であっても、大学生活を通して彼らが人として成長する、その成長過程を支える学生支援本部であり、全学

生一人ひとりの個性に寄り添うことのできる学生支援でありたいという願いは変わらない。

はじめに
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社会のコロナ関連記事（https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/chronology/）・学生支援センター活動

日　付 警戒
レベル 課外活動 教　育

2020 年 1月 6日 中国�武漢で原因不明の肺炎�厚労省が注意喚起

1月 14日 ＷＨＯ�新型コロナウイルスを確認

1月 15日 日本国内で初めて感染確認�武漢に渡航した中国籍の男性

1月 30日 ＷＨＯ「国際的な緊急事態」を宣言

2月 27日 安倍首相�全国すべての小中高校に臨時休校要請の考え公表

2 月 27日 学生支援センターホームページトップにコロナ禍における不安・動揺に対する心のケア
メッセージ掲載

3月 3日 学生支援センターツイッターの日々更新開始

3月 4日 学生支援センタートップページに心のケア情報、追加掲載

3月 7日 合格発表

3月 24日 東京五輪・パラリンピック�１年程度延期に

3 月 31日 新入生アンケート回収終了（入学手続書類とは別途郵送に切替）

4月 1日 学生支援センターが学生支援棟へ移転

4 月 1日 入国拒否 73か国に拡大

4 月 2日 教職員向け「新型コロナウィルスに関連する心の健康について」「学生対応のポイント」「リ
ラクセーションの例」を学生支援センターHP（学生用）を掲載

4月 6日 学生向け「新型コロナウィルスに関連する心の健康について」「リラクセーションの例」
を全学コロナ関連HPに掲載

4月 6日 学生相談を対面とスカイプ・電話・メールによる遠隔相談のハイブリッド型に変更

4月 7日 学生支援センター主催、新入生特別講義の中止が決まる

７都府県に緊急事態宣言�「人の接触�最低７割極力８割削減を」

4 月 9日 教養教育院とセンターとの 1年生対応会議

4 月 9日 B レベル４ レベル３ 警戒カテゴリー【Ｂ】�

4 月 17日 C レベル４ レベル４ 警戒カテゴリー【Ｃ】�

5 月 1日～
6月 10日 食料支援開始（配布延べ人数 4,389 名）計 14日間

5 月 4日 政府「緊急事態宣言」５月 31日まで延長

5月 14日 政府�緊急事態宣言�39 県で解除�８都道府県は継続

5月 18日 B レベル４ レベル３

5月 25日 緊急事態の解除宣言�約１か月半ぶりに全国で解除

6月 1日 B レベル�3� レベル２ 警戒カテゴリー【B】�

6 月 1日 対面相談再開

6月 3日～
７月末 前期 FD「アフターコロナの心のケア」

7 月 1日 B レベル２ レベル２ 警戒カテゴリー【B】�

7 月 22日 「Ｇｏ�Ｔｏトラベル」キャンペーン始まる

7月 24日 学生支援センターHPに、コロナウイルス流行の長期化による影響についてのメッセージ
を更新

7 月 27日 C レベル３ レベル３ 警戒カテゴリー【C】

7 月 29日 東海機構ポストコロナフォーラム第８回「学生相談」

8 月 8日 C レベル２ レベル４ 警戒カテゴリー【C】�

8 月 15日 ヨーロッパで感染再拡大受けた措置相次ぐ

8 月 26日 名大生と総長との対話�～コロナの時代を生きる Interactive�Dialogue　（日本語版）

9月 23日～
9月 30日 秋学期特別ガイダンス（1年生全クラス別）（秋学期アンケート実施）

9 月 5日 B レベル１ レベル１ 警戒カテゴリー【C】

9 月 29日 名大生と総長との対話�～コロナの時代を生きる Interactive�Dialogue　（英語版）

10月 16日～
12月 25日 2年生以上心の健康アンケート実施

10 月 12日 ヨーロッパで感染急拡大

10 月 17日 ホームカミングデイにて、センター保護者向け企画「with コロナ　大学生親子のコミュ
ニケーションを考える」開催

11月 11日～
３月末 アビリティ支援センター「コロナ禍の修学支援」FD�開始

11 月 10日 政府分科会が緊急提言「急速な感染拡大の可能性も」

11月 13日 C レベル３ レベル５ 警戒カテゴリー【C】

11月 17日 B レベル１ レベル１ 警戒カテゴリー【B】�

大学の活動方針年表

■■：活動方針　■■：学生支援センター活動
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大学の活動方針年表

日　付 警戒
レベル 課外活動 教　育

12 月 4日 障害学生就労支援者研修会主催

12 月 13日 GO�TO�豊田講堂　1年生クラス長会開催

12月 15日 GoToトラベル全国一時停止へ�地域限定の対応から方針転換�政府

12月 17日 B レベル 2� レベル１ 警戒カテゴリー【B】

12月 26日 全世界からの外国人の新規入国�28 日から 1月末まで停止�政府

2021年１月6、7日 「気になる学生」調査に関する部局長への説明会

1 月 7日 菅首相�1 都 3県に緊急事態宣言

1月 13日 7府県にも緊急事態宣言
合わせて 11都府県に外国人の入国を全面停止

1月 18日 国内感染者数が過去最多の 2201 人に。
東京も過去最多の 493人で感染状況を最高レベルに引き上げへ

2月 1日 緊急事態宣言�10 都府県は来月 7日まで延長�栃木県は解除�菅首相

2月 3日 2月 3日　新型コロナ�特措法など改正案�参院本会議で可決し成立

1 月 20日～
2月 24日 秋学期食料支援開始（延べ配布人数 878名）　計 7日間　

2月 27日 全国ピアサポーターの集い「ぴあのわ」を岐大と共催

3 月 1日 愛知県の緊急事態宣言解除

3 月 17日 「学生支援本部」への改組が決定

3月 25日 名古屋大学卒業式挙行

警戒カテゴリー

カテゴリー 定　　義

A
（要注意）

感染の危険性が少ない場合。

B
（高度警戒）

感染の危険性はあるものの、国や自治体からの休校要請がない場合。単発の感
染者の発生などによる建物や部局レベルの一時閉鎖などの場合。（状況により、
レベルCにすることもあり）

C
（緊急事態）

①国の緊急事態宣言などにより、国や自治体による一斉休校要請のある場合、
②感染者の急激な増加等により緊急に構成員の安全確保と感染拡大防止措置を
講じる必要がある場合、③キャンパス内の複数部局で感染者の発生もしくはク
ラスター感染の発生がある場合、など。

教育（講義・演習と実験・実習）

レベル 活動状態 備　考

0 通常通り

1
感染防止措置の上、
　�講義・演習の実施（対面授業を行う場合は人数を限定の上で実施）／実験・実習の実施（対面授業を行う場合は人数を限定の上で実施）／ ICTを使った
遠隔授業の積極的併用／アクセスポイント提供

2
感染防止措置の上、
　�講義・演習の実施（原則として ICTを使った遠隔授業で実施。例外として対面授業を行う場合は人数を限定の上で実施）／実験・実習の実施（対面授業
を行う場合は人数を限定の上で実施）／アクセスポイント提供

3
感染防止措置の上、
　�講義の実施（対面授業は行わず、ICTを使った遠隔授業のみ実施）／演習の実施（原則として ICTを使った遠隔授業で実施。例外として少人数や教育効
果の観点で必要な場合は対面授業実施可）／実験・実習の実施（対面授業を行う場合は人数をレベル２以上に限定の上で実施）／アクセスポイント提供

4
感染防止措置の上、
　�講義の実施（対面授業は行わず、ICTを使った遠隔授業のみ実施）／演習の実施（対面授業は行わず、ICTを使った遠隔授業のみ実施）／実験・実習の実施（で
きるだけ対面授業は実施せず他の方法によることができない場合のみ対面実施可）／アクセスポイント提供

5 　ICTを使った遠隔授業のみ実施／アクセスポイント閉鎖
受講できない学生には教育上の配慮
を実施

課外活動

レベル 活動状態 備　考

0 通常通り

1 感染防止に留意の上、活動は可
具体的な感染防止策は、大学と協議の
上、決定する。

2
感染防止、時短等に最大限留意の上、
一部の活動は可

具体的な活動範囲は、大学と協議の上、
決定する

3 全面活動禁止
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1．経年変化にみられる2020年度における特徴

2020 年度の新規相談件数は 2,425 件、延べ相談回数
は 13,292件であった。新規相談件数は学生数 15,772
名の15％に相当した（この新規相談件数には 2019 年度
からの継続相談者が含まれていないため、利用者実数は
15％以上となる）。延べ相談回数は、８、９月の夏季休業
期間をのぞき、毎月1,000 回を越えていた。
2019 年度と比べると、2020 年度の新規相談件数は

26％増、延べ相談回数は 38％増であった。2020 年度
は新型コロナウィルス流行により、従来までの対面のみ
の相談体制ではなく、オンラインでの相談や電話、メー
ルでの相談も受け付けることとした。また学生支援セン
ターが移転したことによって、それまでは不便であった部
屋数と場所も改善され、カウンセリング部門と就職キャ
リア相談部門が同じ建物内で14 の相談室を使用しなが
ら相談に応じることができたのも、相談件数の増加に影
響したと考えられる。

２．2020年度における相談形態
2020 年度はコロナ禍にあり、対面相談に加えて、電話

やオンライン、メールでも相談に対応することとした。緊
急事態宣言が発令されていた５月は、一部の相談は対面
で行われたが（教員等からの相談）、他は非接触により対
応した。秋学期からは対面相談の件数も割合も増加した。

センター全体の個別相談実績

センター全体の延べ相談回数

センター全体の延べ相談回数
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卒業生を中心とした寄付による学生への食料支援

１．経緯
４月10日に愛知県が緊急事態宣言を発出し、同16日

に国が愛知県を「特定警戒都道府県」に指定すると、学
生アルバイトの機会が激減することとなった。4月後半に
キャリアサポートセンター長であり経済学部教授である
土井先生の指導生たちから「コロナの影響で居酒屋のバ
イトが中断してしまい、まかない料理で夕食を取ることも
できなくなり、食事に困っています」と連絡があった。土
井先生が研究室OB/OGに声をかけ、５月の連休中に全
国各地から食料が一気に届けられることとなった。

２．春の食料支援
第一回目の食料配布は 5月１日に学生寮や SNS を通

して 780 名の学生に食料を届けた。食料配布の模様が
報道されると、支援の輪が広がり一般市民の方や企業、
農学部の東郷フィールドからも食料が届けられた。食料
配布時には、お礼の郵便ハガキや寄せ書きを準備してお
き、学生からの感謝のメッセージを寄付者の方々に届け
ることとした。食料配布への感謝はもちろん、「将来、自
分も名大生のために応援できるように頑張ります！」と
卒業生たちの心を受け継ぐような言葉も見られ、教育効
果も感じられた。6月10日までの間に14 回、延 4,389
名の学生に約 4万食の食事を提供した。

３．冬の食料支援
第三波が訪れ、再び緊急事態宣言が発出されると、春

に支援いただいた一般市民の方が食料を届けてくれるよ
うになった。また農学部の東郷フィールドからも支援の申
し出をいただいた。ウィズコロナへ対応できているアルバ
イトもあることから、卒業生への声かけは控え、春より
も小さい規模で食料支援を展開することとした。１月20
日に野菜やお米を再び配布すると、企業からも鍋つゆや
賞味期限間近の食料、学内からも災害保存食などが届け
られるようになり、２月 24日までの間に７回、延 878
名の学生に食料を届けることができた。春を合わせると
21回実施し、食料を支援した学生は延 5,267 名に達し
た。

全学学生を対象とした活動

Meidai News

14
1

16
1

20
1

立憲主義・市民権法に関する国際会議を開催

令和3年度大学入学共通テストが実施される

東郷フィールドの野菜を学生に配布

　1日14日、28日及び29日の3日間、立
憲主義・市民権法に関する2つの国際会
議を、オンラインで開催しました。
　1つ目は、ASEAN諸国における司法
の独立というテーマで開催したワークショッ
プです。「司法の独立の原則とは何か」
に加え、インドネシア、ミャンマー、カンボジア
及びベトナムが抱える課題に関する報告
があり、15ヶ国より約90名が参加しました。
　2つ目は、同センターが毎年開催する
年次国際会議です。市民権をめぐる紛争

を、各国及び国際アクターがどのように対
応しているのか、新型コロナウイルス感染
症が無国籍など脆弱な集団にどのような
影響を与えるかを議論しました。この会議
は2日間にわたって行われ、日本、台湾、
ベトナム、ネパール、ウズベキスタン及び
キルギスの市民権に関する報告があり、
12ヶ国より約100名が参加しました。
　同センターは、コロナ禍により、オンラインで
積極的に研究活動を実施しており、令和2
年度は、約20もの学術会議を主催しました。

　1月16日、17日の両日に、令和3年
度大学入学共通テスト（第1日程）が、
実施されました。このテストは、大学
入試センター試験に替わって導入され
たものです。全国の志願者数は、昨年
度より22,454名少ない535,245名でし
た。本学では、本学東山地区及び高等
学校の合計7会場で実施し、6,861名
が受験しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染防
止のため、マスクの着用等の徹底や試

験室各試験室に飛沫防止用のアクリル
板を設置する等の対策を講じた上で、
試験を実施しました。
　また、1月30日、31日の両日には、
同テスト（第2日程）が、実施されま
した。このテストは、新型コロナウイ
ルス感染症の影響に伴う学業の遅れ等
を配慮し設定されたものです。本学の
東山地区では、第1日程の追試験受験
者を含め113名が受験しました。

　1月20日から2月24日までの間、学
生に、学内にある東郷フィールドで収
穫された新鮮野菜を無償配布しまし
た。
　この取り組みは、緊急事態宣言に
よって、アルバイトの時間短縮を余儀
なくされた学生を支援することを目
的に実施したものです。大学院生命農
学研究科の協力により、合計7回にわ
たり、延べ878名の学生に、大根、白
菜、芽キャベツ、ほうれん草を提供し

ました。また、昨年春に食料を寄附
していただいた方や株式会社Mizkan 
Holdings、レッドホースコーポレー
ション株式会社をはじめとする企業か
らも、お米、大根、カップ麺、鍋つゆ
やお菓子などの寄附をいただきまし
た。
　食料を受け取った学生からは、感謝
の言葉と共に笑顔が溢れていました。

年次国際会議のポスター

試験会場に向かう受験生（第2日程）

松尾総長の等身大パネルと共に

■法政国際教育協力研究センター（CALE）

■学生支援センター

東郷フィールドの新鮮野菜

7NAGOYA UNIVERSITY TOPICS • No.333

2020/5,6月
14回、延4,389名に配布、物資件数860件、寄付者446名

春春のの食食料料支支援援 １１次次支支援援のの場場合合

2021/1,2月
7回（延878名に配布）

冬冬のの食食料料支支援援 １１次次支支援援のの場場合合

クローズアップ Food Donations
コロナ禍における卒業生を中心とした寄附による学生の食料支援

卒業生や地域の方から到着した食料

切実なる学生からの声
4月の後半、学生から「新型コロナウイルス感染症拡大の影
響で居酒屋のバイトが中断してしまい、まかない料理で夕食を
取ることもできなくなり、食事に困っています」と連絡があり
ました。SNSで簡単なアンケートを行ってみると、食事に困っ
ている学生が少なくないことがわかってきました。
「何かできないか？」、卒業生にSNSを通して相談してみる
と、「食料を直接大学に寄附するので、学生に配ることは可能
ですか？」との提案がありました。特に、通販サイトの「欲し
いものリスト」を使えば、卒業生が商品を購入すると自動的に
大学へ配送されることがわかりました。この仕組みを使うと、
数百円の食料から寄附ができ、早いものでは翌日に大学へ届く
ので、すぐに支援ができると考えました。

卒業生たちからの寄附が届く
少しでも学生へ食料を届けたいと思い、4月27日（月）、こ
の案をまずは「ボランティア」として実行してみることにしま
した。最初はSNSで繋がっている卒業生に依頼し、彼らのネッ
トワークを使って情報を拡散してもらいました。思っていた以
上のスピードで情報が拡散し、すぐに個別の問い合わせも増え
ていきました。
4月28日（火）午前9時過ぎ、宅配会社の中型トラックいっ
ぱいの食料が届け先である学生支援センターに配達されまし
た。ご飯のパックやインスタントラーメン、野菜ジュース等の
箱が数十個ありました。小さな思いつきから、「大きな支援が
できるかも！」と、卒業生たちの支援に感動した瞬間です。日

学生支援センター受付ロビーにあふれる支援物資

増しに配達される食料も増え、学生支援センターの教職員がボ
ランティアとして仕分けを行い、1日に3回から5回、配達さ
れる食料を受け取る日々が始まりました。

延べ４千名の学生に４万食を届ける
ゴールデンウィーク前に、寄附された食料を大学の寮に運び

込みました。その状況をSNSで発信すると、寮に住んでいる
学生以外からも支援希望が多く寄せられました。
卒業生からだけでなく、教職員や近隣住民の皆様からも食料

支援をいただいていましたので、松尾総長や執行部の理解を得
て、名古屋大学の学生支援の取り組みの一環として、公式に食
料配布を行うことになりました。その結果、大学ホームページ
での寄附の呼びかけが始まり、さらに支援の輪が拡大しまし
た。
5月7日（木）に実施した食料配布では、約850名の学生

に5,000食程度を配布することができました。5月13日（水）、
14日（木）は、山手通り沿いの国際嚶鳴館の駐車場で配布を
行い、2日間で合計923名に、5月20日（水）、21日（木）は、
愛知県の緊急事態宣言の解除に伴い豊田講堂ピロティで配布を
行い、2日間で870名に食料を提供することができました。5
月末の食料支援終了時までに延べ4,103名の学生に、4万食
程度の食事を提供することができました。
なお、5月18日（月）からは、農学部から附属農場の新鮮

な野菜を提供していただき、これも学生に配布することができ
ました。学生からの野菜人気は非常に高く、トマトや玉ねぎは
飛ぶようになくなりました。

2

Food Donations
コロナ禍における卒業生を中心とした寄附による学生の食料支援

学生からの謝意を伝える
配布会場の我々に対して、学生からは感謝の言葉がたくさん

伝えられました。学生の気持ちを寄附者の皆さんにも届けたい
と思い、5月13日（水）から食料配布の会場に用紙を設置し、
食料をもらった学生に「感謝の言葉」を書いてもらい、ハガキ
やHP等で寄附者の皆さんに伝えました。食料配布への感謝は
もちろん、「将来、自分も名大生のために応援できるように頑
張ります！」と卒業生たちの思いを受け継ぐような言葉も見ら
れ、我々もこの取り組みをしてよかったと改めて感じました。
今回、新型コロナウイルス感染症の影響により、経済的に困

窮する学生が多く出ています。今回の食料支援は、ただただ食
料を配布するというだけでなく、卒業生の心が現役学生に届
き、勇気を与える結果になったこと、本当に嬉しく思います。
最後に、食料を寄附してくださった皆様に、全ての学生を代

表して、心よりお礼申し上げます。また、ボランティアの学生
や、配布時に協力してくれた学生たち、三密を避けて慌てず並
んでくれた学生にも、本当に感謝しています。

執筆者　土井康裕（副総長補佐、キャリアサポートセンター長、
大学院経済学研究科教授）

URL：http://gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp/

国際嚶鳴館での配布風景

豊田講堂横ピロティでの配布風景

3NAGOYA UNIVERSITY TOPICS • No.325
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全学学生を対象とした活動

本センターでは、春学期における学生相談の急増、心
の健康アンケートにおいてフィードバック希望学生の顕著
な昨年比増加、突然のオンライン授業や登校禁止方針な
どによる、友人関係、教員との関係の希薄化や新入生に

おいては大学生になったという意識すら乏しい状況から、
何よりも大学との信頼関係構築と帰属意識の向上が必要
であると判断し、大学との関係構築のための 3企画を実
施した。

秋学期に向けての３企画による支援

コロナ禍における学⽣と⼤学との関係構築のための交流３企画
‐⼤学・部局・学⽣⽀援センターの協働‐

コロナ感染対策ためなら半年、1年間放棄していいほど⼤学⽣活はしょうもないものですか？
こんな簡単に⼤学が⼤学を放棄しないで。⼤学が考えることを放棄しないで。
現状のこの姿は「勇気ある知識⼈」でしょうか？

もちろん、⾼齢者の命は⼤事です。しかし、倫理観だけを暴⾛させて、⾃然の摂理に抗ったことをしていませ
んか。感染が広がらなければ⼤学⽣活を破壊してもいいのですか？

問題なのは、⼤学へ⾏けないこと、交流がないこと、活動がないこと。
講義の質がよい、悪いどうこうよりも、課題が多い少ないどうこうよりも⼤学の場が死んでいて、⼈と⼈の
つながりが絶たれていることが問題。

学⽣の声・・・

⼼⾝の健康もある。鬱の⽅がよっぽど問題。学⽣の健康というならなおさらできる限り⼤学を再
開すべきで⼤学閉鎖は慎重になるべき。

コロナよりも後期も⾏けない絶望感、虚無感、孤独感のほうが怖い。過剰対策をしている⼤学も
不信感で怖い。

揚げ⾜取りのようになるかもしれないが、⼈数が多いからできないのではなく、⼈数が多いから
こそ簡単に感染者数だけで⼤学の機能を停⽌してはいけない。

コロナによる⼤学⽣活を含む⽣活上の変化、⾃由を制限される⽇々

学⽣にとって、⼤きな喪失体験である
そして その喪失は突然にわが⾝にふりかかり、

元通りの⽣活が回復する⾒通しのない現状
加えて
⽬に⾒えない感染の不安、感染させるかもしれない不安
感染した場合の他者からの排除、差別の恐怖

⼼理的ダメージの⼤きさ：多かれ少なかれすべての学⽣に共通する

Cf. 学⽣相談の変化
4⽉期：多くの相談、内容は履修、下宿、クラスアプリ、ネット環境、帰省、対⼈関係（孤独）など

さまざま、中には既に「死にたい」という訴えも。
6⽉期：相談数は減少しているが、内容の深刻化、ツイッタ―でも「絶望感」「どうせ〜」

「イライラ感」の表出が増加、ハッシュタグの「⼤学⽣の⽇常も⼤事」
（配慮されていない不満の増加）

7⽉期：相談総回数 1200回を超える、毎⽉増加傾向。希死念慮対応も複数。

・喪失体験後の⼼理過程
否認 コロナなんて⼤したことない、⼤丈夫

怒り・イライラ
なぜ⾃分がこんな⽬に・・悪いのは〜だ︕

取引 〜を頑張ればうまくいく

抑うつ・無⼒感
もう疲れた、何をしてもダメだ、意欲低下

受容 コロナ前の⾃分や⽣活に戻れない

新しい⽣き⽅を探そう
新たな⽣き⽅を探すまでの道のりには⼤きな個⼈差

コロナによる⽣活変化＝喪失体験の⼼理過程と災害時⼼理的反応の重複過程

⼼理的危機状況＝抑うつ、意欲低下、絶望感
緊急時⼼のケアの原則
1.安⼼感・安全感・信頼感の保証→ ⼤学および関係する教員等への信頼と安⼼
安⼼でき安全であると思える⼈や居場所を保証すること
安⼼・安全な環境下で楽しめること、「情報と⾒通し」を知ること
「⼈とつながること」

2.⽇常性の回復
⽇常の⽣活リズムにできるだけ戻すようにすること

3.主体性の回復（⾃⼰コントロール感の回復）→⼤学との交流・ともに解決する
⽣活の中で少しずつ主体的・能動的に⾏動できるようにすること

コロナ禍⾮⽇常の⼼理状況下にある学⽣に対する ⽀援者（教育者）としての対応の原則

コロナ禍では１と３の実現をまずは⽬指すことが重要

学⽣
部局

⼤学
１．⼤学との関係づくり：⼤学⽣活全体への信頼
２．部局との関係づくり：将来に繋がるアイデンティティへの信頼

⼆つのレベルからのアプローチ

3次⽀援：ハイリスク学⽣の個別⽀援

２次⽀援：グレーゾーン学⽣のグループ⽀援

１次⽀援：全学⽣対象の予防的・⼼の健康促進⽀援＋（保護者企画）

学⽣⽀援 with COVID‐19  課題
１．ハイリスク学⽣⽀援の強化が必要

1年⽣、ひきこもり学⽣

２．予防的1次⽀援の強化が必要
孤⽴化予防/対⼈関係/レジリエンス
周辺⽀援としての保護者⽀援

現時点で把握困難学⽣：
ガイダンス⽋席103名

（留年15名、B1⽣88名）
休学8名,退学1名
相談中8名

6

（企画運営は教育推進部を中心として開催）
大学の代表として総長と学生とのオンラインによる直接

の対話を通して、大学への信頼関係の構築を目指すことを
趣旨として8月２６日（日本語版）と9月２９日（英語版）

に名大生と総長との対話を開催した。
参加学生は　計 293 名であり、多くの学生から、大学

生活への思いや大学への質問が寄せられ、総長はそれら
に対して丁寧に対応し、意義深い企画となった。

１．�名大生と総長との対話～コロナの時代を生きるInteractive�Dialogues

令令和和２２年年８８月月２２６６日日（（水水））1166::0000～～1177::3300

名名⼤⼤⽣⽣とと総総⻑⻑ととのの対対話話
〜〜ココロロナナのの時時代代をを⽣⽣ききるるIInntteerraaccttiivvee  DDiiaalloogguuee 〜〜

名古屋⼤学WEBセミナー

＊本企画は、参加できなかった名⼤⽣のために事後配信する予定です。
そのため、録画させていただくことをあらかじめご了承ください。

趣旨：名⼤⽣と松尾総⻑との開かれた率直な対話を通してお互いの信頼関係を築く
こと、そして語り合いを通して、コロナの時代の名古屋⼤学のあり⽅をとも
に考えることができれば
・・・・

松松尾尾清清⼀⼀総総⻑⻑のの語語りり

名名⼤⼤⽣⽣とと総総⻑⻑ととのの対対話話

皆さんの語りやQ&A・チャットから見えてきたこと・・・

・・大大学学生生活活のの回回復復ににつついいてて 学学生生同同士士がが集集ままれれるる機機会会をを奪奪わわなないいででほほししいい

・・遠遠隔隔授授業業ににつついいてて 遠遠隔隔授授業業がが続続くくここととにに対対すするる絶絶望望感感、、孤孤独独感感でで、、心心身身のの健健康康がが損損ななわわれれてていいるる
対対面面授授業業をを再再開開ししててほほししいい

・・課課外外活活動動ににつついいてて 1年年生生はは課課外外活活動動のの経経験験ががなないいまままま

・・就就職職活活動動ににつついいてて 就就職職のの不不安安がが大大ききいい、、オオンンラライインン説説明明会会やや情情報報発発信信ををももっっととししててほほししいい

・・研研究究活活動動ににつついいてて 実実験験やや実実習習ななどどががででききずず困困っってていいるる

などなど・・・

すぐに解決できることはもしかしたら・・少ないかもしれない・・
でも・・皆さんの思いや希望を、総長は直接聴くことができた・・

それは、コロナの時代を生きる名古屋大学の将来の姿にきっと反映されるに違いない。

名古屋大学は学生皆さんとともに、コロナの時代を生き抜いていきたい、と思っているはず・・・

・・・これからも 名大生と名古屋大学は語り合う機会を作っていくことができれば・・・
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Student
Support
Profile

全学学生を対象とした活動

例年は、英語等クラス共通授業を通して、クラス会が活
性化し、友人関係が構築されるが、コロナ禍において、登
校経験がまったくない1年生も多く、クラスの同級生との
対面の体験がないままに春学期が終了した。そのため、
秋学期開始前に、緊急事態における心理教育とともにクラ
ス交流を活性化させることを目的としてクラス別の特別ガ
イダンスを9月２３日から３０日までの約1週間にわたり、
対面で実施した。オンラインでの参加も可としたが、全参

加学生 2,087名（１年生全体の 96％）のうち96％に当た
る1,997名の学生が対面での特別ガイダンスに参加した。
ガイダンスには、部局の担任教員も参加し、学生から

担任への学部授業についての質疑応答などの時間も設け
て交流を深めた。また冒頭では総長から1年生へのメッセー
ジビデオと学部長からのメッセージ（一部は対面）を視聴し、
名大生としての帰属意識が高まりクラスでの友人関係構築
のきっかけになったものと思われる。

２．「１年生　クラス別秋学期特別ガイダンス」

秋秋学学期期11年年生生特特別別ガガイイダダンンスス

14

ワードクラウド

「⼤学⽣になった実感が乏しい学⽣」82％

ガイダンス直前アンケート調査

「⼤学⽣活に対してかなり⼼配がある学⽣」77％

ガイダンス出席状況
全 55クラス 2,175名対象
全出席者⼈数 2,087名（全1年⽣の96％）
内訳 対⾯ 1,997名（出席者の96％）

ZOOM 90名（出席者の4％）
⽋席学⽣ 88名

cf.同時期健康診断受診者 2013名
「勉学意欲低下学⽣」62％ 15

秋秋かかららのの学学⽣⽣活活⼊⼊⾨⾨2020withココロロナナ特特別別版版 60分分間間＠＠全全学学教教育育棟棟

「今の気持ち」「質問」共有ワーク

「⼼の健康に関する⼼理教育」 各学部⻑のメッセージコロナ禍にまつわる⼼の動き

ストレスへの対処法について

対⾯授業に関する質問

ファシリテーター：学⽣⽀援センタースタッフ
学⽣との交流 ：部局教員

16

部局教員との交流・回答 お薦めのメニューは？趣味は？
総長の好きな食べ物？趣味は？

18

特特別別ガガイイダダンンスス後後のの学学生生自自治治（（佐佐久久間間先先生生監監督督））にによよるる企企画画：：
①①ククララスス会会（（役役員員決決めめななどど））②②部部活活ササーーククルル紹紹介介（（文文ササ連連、、体体育育会会））

2.新入生アンケートの追跡調査（ 1,914名,回収率87.2％）、分析（抑うつ,不安,自尊感情,人生満足度など）。

今後：
1. ZOOM参加学生・欠席学生（178名）の背景分析と個別支援：

欠席学生（88名）内訳 理由連絡あり（15名）、休学（11名）、退学（1名）、残り61名の追跡
ZOOM学生（90名）内訳 ウェブへの親和性の高い学生（健康度はともかく）、

不適応（ひきこもり予備軍）、障害圏学生など。

19

秋秋学学期期 部部局局ととのの交交流流のの機機会会

20

部局による学⽣と教員の交流企画（特に学部⽣、1，2年⽣）
（クラス別、専攻別、研究室単位・・・・1・2年⽣はクラス/コースなど）

・所属学部棟（建物）は将来への⾒通しに繋がる場。
・学部への帰属意識を持ち⾃らのアイデンティティを確認し、
将来をイメージする場であり存在として重要。
コロナ禍では、そうした居場所感が曖昧な、新⼊⽣、2年⽣

にとっては、特に重要
→にもかかわらず、⼊構制限がもっとも厳しい学部⽣

⼤学への信頼・安⼼感と同時に、⾃⼰信頼感に繋がる

部局主体

部局との交流の機会

「気持ちはよくわかるけどね・・しかし・・・」：「でも〜、しかし」は慎重に！
説得する、説教する、「それは違う」と否定する、

対話の基本姿勢：傾聴すること、⼼からの気遣いがあること。
語り⼿（学⽣）の気持ちとニーズに気づき、
尊重する。まず、（学⽣の）気持ちを返すこと。

対話の中から新たな⽂脈（学⽣と⼤学の未来）が⽣まれれば成功です！

対話の第⼀の狙いは対話そのものを推し進めること。
解決・改善・変化は⼆義的なもの。

参考資料：対話のコツ

べからずの対応

＊実施にあたり、内容等のご相談があれば学⽣⽀援センターまたは学⽣⽀援課までご連絡ください。

部局は学生にとってアカデミックな世界への帰属意識の
土台であり、また大学生活の中核となる重要な居場所でも
ある。1年生は、登校もままならない状況であり、学部の
建物を見たことがない学生も少なくない状況であった。ま
た研究室や指導教員配属前の学部 2年生は、課外活動や

友人関係での交流を除くと、大学生活では孤独な状況と
なっていることが懸念された。
そのため、部局に対して、1年生をはじめ、研究室や指

導教員配属のない学生を中心に学生との交流の機会を設
けることを依頼し、センターとの連携を図った。

３．部局との交流
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秋学期開始時には、「総長との対話」「秋学期特別ガイ
ダンス」と「部局との交流」を実施し学生の不安に対して
一定の効果は認められたが、一方で秋学期以降は問題が
深刻化し、緊急対応を必要とする学生も増加傾向にあっ
た。
また秋学期には1年生のみでなく2年生以上の全学学

生を対象として心の健康調査を実施した（詳細は 26ペー
ジ参照）。その結果、2年生以上の学生においてもさまざ
まな面での支援を必要とする学生の存在が明らかになっ
た。そこで、以下の2企画を緊急対応として実施すること
にした。

１．クラス長会
秋学期特別ガイダンス時に実施したアンケートでは、1

年生は大学生になった実感の乏しい学生が全体の 82％、
秋学期からの大学生活にかなり心配のある学生は 77％、
勉学意欲が低下していると回答した学生が 62％など、継
続してオンライン講義が中心となる秋学期に向けて何らか
全学的な支援が必要と考えられた。
また秋学期に実施した心の健康アンケートの追跡調査

結果から、1年生全体に抑うつ傾向上昇、自尊および対
人サポートの低下傾向、課外活動加入率の低値（421名、

19％）が認められた。何よりも大学内での自らの居場所
の確認と友人関係の構築が必要と思われた。春学期以降、
センターではSNSによるクラス結成やクラス交流を支援
していたが、さらにクラス交流活性化を図るために、クラ
ス長会を実施することを企画し、12月に豊田講堂におい
て実施した。豊田講堂は、本来なら入学式において全新入
生が足を踏み入れ名大生としての自覚が生まれる場所であ
るが、大部分の学生が豊田講堂でのイベントを体験してお
らず、まずはクラスを牽引するクラス長に豊田講堂でのイ
ベントを体験してもらうことも目的とした。

２．気になる学生に対する部局教員との連携支援
2年生以上（博士課程を含む）に対する心の健康アンケー

ト調査の結果、回答学生のうち30％以上の学生が通常の
アンケートであれば記載がほとんどないはずの自由記述欄
に記載しており、多くは、修学・研究上の不安、経済面な
ど生活の不安、心身の不調を訴えるものであり、特に、緊
急支援が必要な学生には即時の支援を行ったが、予想以
上に学生の困難な状況が推測された。
そこで、2021年1月には、全学の部局教員と連携して、

学生支援の対象を拡げた。

秋学期における２企画による支援

全学学生を対象とした活動

秋学期クラス長会

GO TO TOYOKO

1年生における人間関係の構築支援・孤立化予防
：1年生クラス長会→クラス交流の活性化

日時：2020年12月13日（日） 13時～14時

場所：豊田講堂 （1階616席使用）

参加： 1年生クラス代表・副代表 61名（9学部）
2年生クラス長、全学会役員 4名（文・経・情報・工学 ボランティア）
学生支援センター スタッフ 10名

タイムスケジュール
13:00~13:10 コロナ感染予防と大学生活の両立（保健管理室長 石黒先生）
13:10~13:20 上級生によるクラス活動と大学生活のプレゼン

大学生活とは（工2年 塚本育美さん）
13:20~13:30 グループ懇談 上級生を交え、密を避けて短時間で実施
13:30~13:40 休憩・換気
13:40~13:55 全体での情報共有
14：00 終了

ようこそ！名大・豊田講堂へ！

初めて、
豊田講堂に
入った！！

1年生クラス長の声・・・グループ討議から

勉強についていけない、過大な期待（学生への）による課題の多さ
・・・孤独な学習環境による課題遂行の困難さ

友だちが欲しい、孤独・・・
切実な声
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コロナ禍において、入学式の中止に始まり、多くがオン
ライン授業となり登校制限など大学生活はおろか、大学
生になった実感もないまま秋学期を迎える1年生に対して、
総長から直接のメッセージを直筆で伝える試みを行った。
5種類の総長からのメッセージをカードサイズに印刷し、
裏面には学生支援センターの案内を掲載した。
本カードの主目的は、新入生が大学への信頼感、安心

感を持ち、名大生になったことを実感してもらうこと、お

よび、悩む学生に対する学生相談の周知であり、秋学期ガ
イダンス時に全1年生に配布した。
カードには　所属意識を高めてもらうために自分の所属

クラス名（例：文学部1クラス）を記載した。
本試みは、学生に好評であったために、2021年度入学

生にも新たな総長からの直筆メッセージをカードにして配
布し、この試みはNHKのニュース等でも取り上げられた。

 「総長カード」 について

全学学生を対象とした活動

本部

あなたのクラスは

みんな悩んで
大きくなった

文学部　1クラス
令和 3年 4月 令和 3年 4月

令和 3年 4月 令和 3年 4月 令和 3年 4月

2021年度入学生用総長カード

文学部　1クラス
令和 2年 9月 令和 2年 9月

令和 2年 9月 令和 2年 9月 令和 2年 9月

2020 年度入学生用総長カード
（秋学期配布）
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新型コロナウイルス感染症の流行は学生の生活を一変
させた。大学への入構が制限されたことにより、多くの学
生は人と会う機会が著しく少なくなったことに加え、必要
な情報へのアクセスも難しい状況となった。また、長期化
する自粛生活の中で大学への帰属意識が薄れ、強い孤独
感を抱える学生も増加した。そこで、本センターでは直接
会うことが困難な状況の中で可能な支援として、以下の３
つのSNSによる支援を実施した。

１．「BAND」を利用したクラス交流サポート
例年であれば入学直後にクラス結成会が開催され、クラ

ス長決めやクラスメイトとの交流が行われる。しかし、今
年度は新型コロナウイルス感染症の影響で参集型でのイ
ベントが中止となり、友だちを作ることができず孤立した
状態の新入生が多かった。そのため、グループコミュニケー
ションアプリ「BAND」を利用してクラスごとに集えるグルー
プを作成し、NUCTにて参加の呼びかけを行った。全新
入生の約 98%がそれぞれのクラスグループに参加し、上
級生クラス長のサポートのもと、クラス長決めやビデオ通
話による交流会が実施されたるなど、学生同士の交流が
生まれた。さらに、部活・サークルのとりまとめをする「体
育会」「文化サークル連盟」にも呼びかけを行い、部活・サー
クル紹介や新歓に関する情報発信サポートも行った。

２．HPにおける心理教育の発信

新型コロナウイルス感染症に伴う自粛生活の長期化によ
り、本センターへの相談申し込みや問い合わせが急増し、
強いストレスや疲れを抱える学生が多くなっていることが
懸念された。そこで、「COVID-19�対処法を知るサイト」
と開設し、コロナ禍で起こりうる心の反応やストレスへの
対処法、自宅学習についての提案など心理教育的な情報
を発信した。

SNS による支援

全学学生を対象とした活動

３．TwitterやYoutubeを用いた情報発信�

本センターのTwitterアカウントは 2017年より開設さ
れていたが、これまで積極的に活用されることはなかった。
しかし、Web上で情報収集をする学生や家族が増えるこ
とが予測されたため、Twitter の更新頻度を増やし、履修
登録をはじめとした各種手続き、支援金や食料支援など
の情報や、ステイホーム中の過ごし方に関するアイデアな
どを積極的に発信していった。また、大学に登校する機
会が失われたことにより、特に新入生の中には大学への
帰属意識を持てずにいる学生も少なくないと思われた。そ
こで、大学の風景や建物などの写真を用いた映像コンテン
ツを作成し、大学生活を少しでも身近に感じてもらえるよ
う心掛けた。
さらに、新たにYoutube チャンネルを開設し、映像・

音声に特化した情報発信を始めた。このチャンネルでは、
大学内の道案内動画、本センターを紹介するアニメや歌動
画、年末年始にステイ下宿にてさみしい思いをしている学
生のためのラジオ番組などを配信した。
こうした活動を経て、Twitter のフォロワーは1,600 名

を超え、ダイレクトメッセージを通して相談を寄せる学生
もおり、センターとしての相談の間口を広げることができ
た。
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2020 年度春学期の FDは「アフターコロナの心のケア
〜心の健康調査に見る今年度新入生と今後の見通し〜」
と題して、教育連携室の松本寿弥講師を中心に各部局の
教職員を対象に実施した。本学の活動方針および各部局
の事情に沿って、動画配信・オンライン・対面のいずれか
を提供した。コロナ禍における学生支援センターの相談
実態、新入生アンケートにみる名大生の特徴とコロナ禍の
影響、そしてコロナ禍における心の反応と学生対応のポイ
ントについて報告・解説した本 FDは、タイムリーであった
と思われ、またその後の、教育連携室を含めた相談の増
加と学生支援の連携強化にも寄与したものと思われる。

また 2020 年度秋学期には「障害学生の修学支援とコ
ロナ禍の混乱」と題して、アビリティ支援センター長の工
藤晋平特任准教授が全学教職員を対象にFDを実施した。
コロナ禍において、大学生活や自宅での生活環境の大き
な変化にスムーズな適応が困難になりやすい障害圏学生
に対する教育や指導のあり方についてのFDは時機を得た
内容であった。計13部局の教職員が双方向の遠隔講義、
動画配信や対面など併用型でのFDを行った。
2020 年度秋学期には学生相談センター副センター長

の鈴木健一教授によって「コロナ禍２年目における学生支
援の課題」と題した、次年度を見据えたFDも実施された。

FD 活動

全学学生を対象とした活動

障害のある学生の 
修学支援と 

コロナ禍の混乱
アビリティ支援センター 

（旧　障害学生支援室） 
特任准教授　工藤晋平

アビリティ支援センター
「障害者差別解消法」 

正当な理由なく障害を理由とした差別を

禁止 

例：受験・入学、行事への参加、など 

事前的改善措置 … 環境の整備 

合理的配慮 … 個別の対応

支援の主体 ＝「部局」 

　専門性×障壁の削減

持っている能力の発揮

アビリティ支援センター 
による支援・助言

ユニバーサルデザイン化
合理的配慮

自己管理 学び方対人関係

能力を発揮できる環境の整備・個別の調整

生活し学ぶ能力の獲得と促進

＜修学支援部門＞

＜ライフデザイン部門＞

生き方

合理的配慮

年度 2017 2018 2019 2020
支援対象 15 16 25 23
発達障害 (6) (8) (12) (11)

発達障害学生支援の重要性 

社会的障壁を減らすことが能力の発揮に
つながらない 

実行機能の障害の支援が必要

年度 2017 2018 2019 2020
支援対象 15 16 25 23
発達障害 (6) (8) (12) (11)

部局ごとの支援対象者

合理的配慮

学

年
障害 困難

1 ADHD 授業に集中するのが難しいので、録画したい。

コロナ禍での混乱
当初懸念されたこと 

基礎疾患のある学生の健康状態 

授業のオンライン化にともなう視覚・聴
覚障害学生の困難 
　文字の多い少ない・音声での説明・ 
　手話通訳・口元が見えるか など 

精神障害学生の情緒的不安定化 

発達障害学生の環境変化による不安定化

実際に起きたこと 

緊急事態等による基礎疾患のある学生の
リスク緩和 

視聴環境が学生の手元で調整可能であっ
たことでの問題の少なさ 

対人接触の低減による情緒的安定 

発達障害学生の環境変化による不安定化
（特に新入生）

どのような問題があったか？ 

欠席をした時の連絡先が分からない 

メールの書き方が分からない 

履修の仕方が分からない 

NUCTの使い方が分からない 

周りの人から情報を得られない 

どこを見たら良いか分からない

どのような問題があったか？ 

スケジュールを見逃していた 

気付かずに過ぎてしまった 

課題の優先順位を付けられない 

課題が分からない 

昔のイヤなことを思い出す 

家の中にいると調子が悪くなる

特に誰が混乱したか？

0
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19前期 20前期

新入生新入生

既存学生既存学生
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80

4月 5月 6月 7月 8月

20192019
20202020

支援歴のない、不慣れな新入生 
新規場面が苦手な学生 
自己管理の困難を抱える学生

学生間の分断生活能力の問題

誰が問題を抱えるのか？ 

姿が見えなくなる 
　⇔「厄介さ」が目に余る 
欠席や課題の未提出のチェック 
心配なことがあれば早めにご連絡を

支援歴のない、不慣れな新入生 
新規場面が苦手な学生 
自己管理の困難を抱える学生

FD 配信資料（アビリティ支援センター）

ASCのリソース
ウェブサイト

教職員向け 
ページ

資料ページ

アビリティ支援センター 支援機器
筆談のための 
ツール

NCヘッドフォン

UDトーク

教科書等の 
PDF化の 
機材

障害に関する 
書籍

聞き取り補助のためのマイクとイヤフォン、拡大読書機、点字テプラ 

心理検査道具 

動画編集機材、動画配信ソフトによる動画作成・配信ノウハウ

支援方法 

色、字、資料、情報提示等のUD化 

動画の字幕付け、授業での文字起こし 

コミュニケーションの困難な学生やスケ
ジュールの見逃し、課題未提出が繰り返
される学生への対応 

１対１対応や補助のサポーターの派遣 

勉強の仕方についての勉強

学生支援センター 
052-789-5805（代表） 
教育連携室 
renkei@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp 

アビリティ支援センター 
全学教育棟３階 
052-789-4756 
osd@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

コロナ禍２年目における 
学生支援の課題

名古屋大学学生支援センター 
副センター長　鈴木健一
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2020年度　学生支援センターにおける新規相談申込み 
  （カウンセリング、精神科医、キャリアカウンセラー、アビリティ支援）

新規相談申し込み 
１.８倍増 

（昨年４月,５月比）

(2020年度はハイブリッド含む）

就職活動の悩み：内定先の会社は倒産し
ない？　複数内定から決めきれず。。。 
研究活動上の悩み：実験が進まない。卒
業/修了できるんだろうか？

コロナに係る相談内容

どうして大学生だけが・・・！

相談状況（相談内容）

・漠然とした不安、抑うつ
・死にたい

相談状況（相談内容）
・無気力で自分の状態がわからない
・思っていた大学生活と違って友達ができない
・研究室にいけない/卒業できない

喪失の心理過程

FD 配信資料（教育連携室）

アフターコロナの⼼のケア
〜⼼の健康調査に⾒る今年度新⼊⽣と今後の⾒通し〜

令和２年度前期 学⽣⽀援センターFD

名古屋⼤学学⽣⽀援センター

1. 学⽣⽀援センターにおけるコロナ禍4〜9⽉期の相談実態
2. 今年度新⼊⽣アンケートにみる名⼤⽣の特徴とコロナ禍の影響
3. コロナ禍の⼼の反応と学⽣対応のポイント

（名） （回）

学学⽣⽣⽀⽀援援セセンンタターー相相談談実実⼈⼈数数とと延延べべ相相談談回回数数参参考考：：22001199年年度度実実績績

全全学学学学⽣⽣対対象象のの11次次⽀⽀援援強強化化 → 200名、1000回の相談増加
しかし、メンタル相談者・学⽣相談平均⾯接回数の減少
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コロナ関連なし相談実⼈数 コロナ関連相談実⼈数

2020年度4〜9⽉期 学⽣⽀援センターにおける相談実績
（学⽣相談部⾨・メンタルヘルス⽀援部⾨・キャリアサポートセンター・アビリティ⽀援センター <旧障害学⽣⽀援室>）

（40.3％）

（27.4％）（16.1％）

• ４⽉に200件弱あったコロナ
相談は徐々に減少傾向

• ８⽉にはコロナ相談がほぼな
くなっていたが、９⽉に⼊り
再び増加

４⽉の学⽣ら
の混乱や不安

（13.2％）
（1.1％）（7.6％）

４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉
コロナ関連相談実⼈数 197 167 91 67 5 36
コロナ関連なし相談実⼈数 291 443 474 509 458 473

相談総実⼈数 488 610 565 576 463 509
（うち、新規） 323 320 220 207 125 163

総相談回数 1084 1028 1173 1211 777 923

4〜6⽉期の総⾯接回数に占める
相談⽅法の内訳

• 相談の増加は、多様な相談⽅法で対処！
• ⼀⽅、問題の深刻な（緊急）学⽣は対⾯、ス
カイプなど顔の⾒える対応が必要

• ６⽉期は対⾯相談が再開したが、学⽣の状況
（帰省や感染への不安）を考慮しつつ、柔軟
に対応

コロナに係る相談の内訳

５⽉に⽐してメンタルの相談が増加、こもることが限界に近づき、
よくうつ状態やイライラ、落ち込みが⽬⽴つ。7⽉修学の相談が倍増

⽣活には慣れた⼀⽅で、こもり疲れでメンタル⾯のダメージ、
課題がたまり、学修の困難が顕在化！

＜相談例＞
•就活：就活が進まず⾯接も中⽌
になって不安。
•修学：思うように研究が進まず
不安。オンライン授業が不安。
留学がなくなり進学に迷い。
ネット環境が不安定。研究室の
ことが⼼配。単位が取れない。
休学したい。
•メンタル：⼊学しても交流がな
く下宿⽣になり精神的に参って
いる。⽣活が乱れてうつ状態。
•⽣活：帰省するのは⾃⼰中か。
下宿を解約し休学したい。バイ
トできず困っている。⽀援⾦の
申請。
•対⼈関係：同じ学部に知り合い
ができない。ネットでの交流は
ストレス。家族関係でもめてい
る。
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災害時の心理反応
Withコロナ
コロナは長期戦

変化

適応

疲労

変化と適応を
くり返すうち
に⼼的疲労が
蓄積します

喪失の心理過程

コロナ禍にまつわる⼼の動き
ここが⻑期化 ⽇常の喪失と回復に伴う

様々な⼼の動き：
• 解放感・回復への希望
• 新しい⽇常の否認
• 不透明な将来への不安
• 困難な⽇常への悲嘆・抑うつ

学⽣の反応：
• ⾼揚感
• 不満・怒り
• 抑うつ
• 回復・成⻑

困難の内容・程
度、表出のしか
たは様々
• ⾃分を責めて
落ち込む⼈

• 他⼈を責めて
怒る⼈

■怒りの取り扱い
あまり真に受けない：責め・攻撃しているのではな
く、苦しさを訴えていると捉える
混乱し困った、つらかった話として⽿を傾ける

実実はは教教員員⾃⾃⾝⾝ににもも必必要要なな
対対応応・・ケケアア

新⼊⽣アンケートでも
「サポートされている
⾃覚」は⾃尊感情の向
上と抑うつ・不安の低
下に直結

「とても苦労したんだね」「それは確かに⼤変
だったね」「教員にとっても初めてで」
「⽴て直すために何かしたいこと（してほしい
こと）はあるだろうか」

〜緊急事態 緊急事態解除 解除後1ヶ⽉ 解除後2ヶ⽉〜

学⽣への対応・ケアについて

回復の速度、曲線（直線的か加速するか）には個個⼈⼈差差ががああるるため、「普通」を求めない

喪失体験： 否認 → 怒り → 取引 → 抑うつ → 受容

■ 回復のペース
災害反応： 衝撃期 → ハネムーン期（⾼揚） → 幻滅期 → 回復

１ヶ⽉後に落ち着いた状態に戻っているかを⽬安に（第２波によっては⻑期化することも）

「落ち着いていくまで１ヶ
⽉くらいかかるみたい」

ノーマライズする 楽しいことをサポートする 孤⽴を防ぐ
「それで気持ちが落ち着くなら今
はそれをやる時間が⼤事だね」

「来週また様⼦を
聞かせて」

■ 専⾨的⽀援の⽬安（当センターへご連絡ください）
o 感情的混乱・考えのまとまらなさなどによって⽣活に⽀障
が出ている

o ⾷べられない・眠れない
o 頭痛・腹痛・動悸・発汗・息苦しさ・吐き気・めまい・そ
の他の⾝体的な訴えがある

o 多量飲酒・逸脱した⾏動が⾒られる
o 調⼦の悪さ、家族・友⼈とのトラブルが１ヶ⽉経っても解
消しない（怒りが治らないなど）

⻑⻑期期的的なな予予測測・・⾒⾒通通ししがが難難ししいい
ののががパパンンデデミミッッククのの特特徴徴

■ ⼤規模災害時の⼼の反応
o ⽬に⾒える喪失体験、喪失過程の予測、将来の
予測が可能（経験済み）

o 「⼈間関係」の再確認の機会の増加（ex.
「絆」）

■ コロナ禍の特徴
o ⽬に⾒えない恐怖
o 関係の分断の強制
o 新しい⽣活様式への適応の急激な変化
o ⽣活の物理的（経済的）不安
o 予測できない将来
o 変化と適応のくり返しによる疲労・疲弊
■ ⼈間成⻑の契機なる

「わからないこと、もの」
に対する恐怖、不安とそれ
に対する各⾃の防衛反応

o ままずずはは⾃⾃分分もも同同じじ反反応応をを（（無無意意識識にに））ししてていい
るるここととをを⾃⾃覚覚すするるここととがが重重要要

o 学学⽣⽣ににととっっててもも同同じじででああるるここととをを意意識識ししてて対対
応応すするるここととがが重重要要

o ⼀⼀⼈⼈でで抱抱ええずずにに、、チチーームム・・組組織織でで⽀⽀ええ合合いいなな
ががらら対対応応すするるここととがが重重要要

教育連携室のご案内コロナ禍の⼼の反応と対応：まとめ

ご相談・ご質問は遠慮なくいつでもご連絡ください

■ 教職員相談専⽤窓⼝
o 学⽣・教育活動に関する相談全般
o センターの各部⾨と連携・協働しながら、チームで
学⽣・家族・教職員のパートナーシップを改善・強
化するサポートを実施します

■連絡⽅法など 学⽣⽀援棟２F⼊⼝左
o 電話 052-559-9677（直通）/ 052-789-5805（センター受付）
o ⽉〜⾦ 10:00〜17:00（祝⽇除く）
o メールアドレス：renkei@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp
o URL：http://gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp/educational/index.html

「⼼理ウェルネス・プログラム」
学⽣・研究室を対象としたオンデマンド型研修プ

ログラム。時間や⼈数、課題に合わせてカスタマイズ
可能です。学⽣の健康改善はもちろん、セルフマネジ
メントやスキルアップを⽬指します。
今年度は既存のテーマに加え、学⽣版「アフ

ターコロナの⼼のケア」を実施します。
研修テーマ：
セルフケア・コミュニケーション⼒・チーム⼒他

名古屋⼤学 学⽣⽀援センター
学⽣⽀援棟（旧職員クラブ）
・・学学⽣⽣相相談談セセンンタターー
・・キキャャリリアアササポポーートトセセンンタターー
・・アアビビリリテティィ⽀⽀援援セセンンタターー（旧障害学⽣⽀援室）
・・教教育育連連携携室室
東⼭キャンパス保健管理室
・・メメンンタタルルヘヘルルスス⽀⽀援援部部⾨⾨

鶴舞キャンパス基礎棟別館5F
⼤幸キャンパス南館149号室

電話 052-789-5805
開開室室時時間間 ⽉〜⾦曜⽇ 10:00〜17:00（祝⽇除く）
EE--mmaaiill soudan@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp
ホホーームムペペーージジ http://gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

4⽉に
移転しました

11⽉に
移転しました
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2020年度に掲載されたメディア関係

2020年度に掲載されたメディア関係
2020 年 5月8日
　中日新聞　
　　卒業生ら「頑張ろう」名大下宿生らに食料
2020 年 5月13日　
　NHK　シブ５時
　　名大で生活苦の学生に食料品配る
　NHK名古屋放送局
　　名大で生活苦の学生に食料品配る
2020 年 6月10日
　NHK名古屋放送局
　　名大で留学生に機内食の食材配布
2020 年 6月27日
　NHK名古屋放送局
　　障害学生へのオンライン就職相談会
2021年 9月 9日
　朝日新聞
　　コロナ禍の大学生、どう支える
2020 年10月19日
　CBC放送局
　　名古屋大学学生支援センターの取り組みについて
2021年1月24日
　朝日新聞
　　�ひらく日本の大学　学生のやる気、オンラインで

低下？
2021年1月28日
　NHK名古屋放送局
　　名古屋大学が困窮学生に野菜配布
2021年 2月10日
　中日新聞
　　�食料配布、学生ら行列─長引く苦境　食費削り

倹約生活─
2021年 2月11日
　CBC放送局
　　�留学生による名古屋市外国人向け情報発信プロ

ジェクト

2020年度に掲載されたメディア関係（古橋忠晃准教授）
2020 年 6月26日
　中日新聞　夕刊
　　大波小波（コラム）「ひきこもりの反転」
　　�（雑誌「ふらんす」に連載していたコラムについて

取り上げられた）
　　https://www.chunichi.co.jp/article/78837
2020 年 8月15日
　フランスのテレビ（France�5）出演
　　�古橋准教授への「ひきこもり」についてのインタ

ビュー

　　�https://www.youtube.com/watch?v=TSXJK
moGrc8

2020 年 9月24日
　名古屋大学　プレスリリース
　　�「新型コロナウィルス感染症の影響により「ひきこ

もり」が急増する可能性を指摘」
2020 年11月26日　
　読売新聞　朝刊　
　　「コロナ禍　不登校が急増」引きこもり増懸念
　　�https://www.yomiuri.co.jp/life/20201125-

OYT8T50113/

2021年度に掲載されたメディア関係
2021年 4月5日
　NHK名古屋放送局
　　名古屋大学における新２年生のための入学式
2021年 4月20日
　NHKオンラインニュース
　　大学生を、取り残さない
2021年 4月22日
　NHK名古屋放送局
　　総長カードによる学生支援案内
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1．経年変化にみる2020年度における特徴
2020 年度の新規相談件数は1,239 件、延べ相談回数

は 5,630 件であった。新規相談件数は学生支援センター
における新規相談件数 2,425 名の約半数（51.1％）であっ
た。延べ相談回数は学生支援センター全体の 42.4％に相
当した。2019 年度と比べると、2020 年度の新規相談件
数は前年比15％増、延べ相談回数は 57％増であった。月
別の推移をみると、新規相談件数は４,５月に高く、延べ
相談回数は12月以降に高くなる傾向にあった。

2020 年度は新型コロナウィルス流行により、従来まで
の対面のみの相談体制ではなく、オンラインでの相談や
電話、メールでの相談も受け付けることとした。コロナ関
連の相談とコロナ以外の相談を比較してみると、春学期は
４、５月にコロナに関する相談が増加しており、コロナ以
外の相談は 2019 年度とほぼ類似した傾向にあったことが
わかる。一方、秋学期はコロナに関する相談はわずかとな
り、コロナ以外の相談が顕著に増加していた。

２．2020年度における相談形態
2020 年度はコロナ禍にあり、対面相談に加えて、電話

やオンライン、メールでも相談に対応することとした。緊
急事態宣言が発令されていた５月の対面相談は１件のみ
で（教員からの相談）、他は非接触によるメール、オンラ
イン、電話によって対応をした。秋学期からは対面相談の
件数も割合も増加した。年間を通して対面相談は約半数
（45.1％）であった。

３．緊急対応事例
2020 年度の緊急対応事例は年間で115 件あり、2019

年度の 5.0 倍と激増した。特に、８月と秋学期がスタート
した10〜12月、新年度を控えた３月は 50 件前後に達し
ていた。コロナ禍にあった 2020度は例年と異なり学生の
不安や抑うつ傾向の高まりが顕著であった。

カウンセリング・ 教育連携室　

学生相談センターの活動
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カウンセリング部門 年間緊急事例
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学生相談センターの活動

相談形態

対面

メール
1,192件

(21.2%)

電話
863件

(15.3%)

オンライン
1,036件

(18.4%)

相談形態

2,539件

(45.1%)

月別相談形態の推移
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（名）
４．一次支援強化の取り組み
学生相談の利用者が毎年増加傾向にあることを受け

て、一次支援の強化が課題となっていた。さらに、コロ
ナ禍において相談ニーズが急速に高まりを見せることと
なった。
一次支援強化の一環として、2019 年度より名古屋大

学の全構成員（学生・教職員）を対象としたグループプロ
グラム「名大いこまいセミナー」を開始した。このプログ
ラムは岐阜大学で展開されてきたプログラムを参考とした
もので、名古屋大学においては新しい世界に触れてもら
うことを目的とした。新型コロナウイルス感染症の影響
により参集型での開催を断念することとなったが、この
状況を逆手に取り、岐阜大学と連携して両大学の構成員
が両大学のプログラムに参加できる形態で実施した。
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本学では、心の健康状態の早期発見早期支援の一環と
して、2014�年度より新入生を対象としたアンケートを実
施してきたが、この数年は来談学生が急増しており、1次
支援強化策として�2019�年度からアンケートの充実を図っ
てきた。2020 年度は、コロナウイルスの流行による学生
のメンタルヘルス悪化の懸念と、これまでにない状況下で、
特にエビデンスに基づいた支援を行うことの重要性に鑑
み、入学時に加え、入学後半年経過時に再度アンケートを
実施した。また、10月には２年生以上の全学生に対しても、
抑うつや不安を中心とした項目から成るアンケートを実施
した。心理的支援の必要な学生に対しては、個別に連絡し、
早期支援を行った。
心の健康アンケートの特徴は右記の通りである。

１）�心理的基盤（基盤データ）、心理的リスク（リスクデー
タ）と発達障害傾向（特性データ）を把握できる質
問項目から構成されており、学生の心理的特徴が詳
細に把握でき、支援時の情報として有効活用できる
（図１）。

２）�フィードバック希望学生には、フィードバック用紙（図
２）を送付、学生の自己理解を促すとともに、必要
に応じて個別面接を実施でき、早期に学生支援セ
ンターと繋がることができる。

３）�各部局�FD�などによって、教職員が当該部局の学生
の特徴を理解することが可能であり、教育や学生
対応に活かすことができる。

４）�センターにおいて、部局の学生特徴に応じた支援や
介入の提案などが可能である。

５．心の健康アンケート

学生相談センターの活動

1. 心理的基盤に関する尺度（項目は一部）

自尊感情　　　「私は、自分自身にだいたい満足している」

　　　　　　　「�自分は少なくとも他の人と同じくらい価値のある

人間だと感じている」

人生満足度　　「私は自分の人生に満足している」

社会的サポート「私には困ったときにそばにいてくれる人がいる」

　　　　　　　「�私には私の気持ちについて何かと気遣ってくれる

人がいる」

2. 心理的リスクに関する尺度

　抑うつ　　　「�好ましくないことを考えてしまい、コントロールで

きない」

　　　　　　　「死にたいと考えることがある」

　全般性不安　「心配していることがたくさんある」

　　　　　　　「恐怖やパニックに陥ることがある」

3. 発達障害傾向に関する尺度

　自閉スペクトラム症（ＡＳＤ）尺度（ＡＱ）

　　　　　　　「�私は、あることにとても強い興味を持つ傾向が

あり、追求することができないと困惑してしまう」

　　　　　　　「私は、人の意図を分かるのが難しい」

　困り感尺度　「衝動的に行動してしまい困る」

　　　　　　　「グループ活動では居ごこちが悪くて困る」

　　　　　　　「忘れ物が多くて困る」

図１ 主な使用尺度（困り感尺度以外は国際尺度）

フィードバック希望学生数（2020 年度実績）
�４月��学部新入生�644�名（32.0％）／�院新入生�427�名（38.1％）
�９月��学部新入生　240 名（11.0％）
10月��２年生以上の学生　585 名（24.0％）
・�各学生の結果をレーダーチャートに示し、メールにて送付（要支
援学生には個別連絡）
・メール本文には、センターの利用方法を促す説明文を記載
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�
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�

�

�
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図２ アンケート結果の活用：学生へのフィードバック（例）
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2020 アンケート概要と回収率
アンケート概要 回収状況

１年⽣

⼊学時
⼼理的基盤に関する尺度
⼼理的リスクに関する尺度
発達障害傾向に関する尺度

有効回答2040名
（回収率93.8％）

⼊学後
半年

⼼理的基盤に関する尺度
⼼理的リスクに関する尺度

コロナ禍でのストレス
勉学モチベーション

有効回答1999名
（回収率91.9％）

※ 春・秋両⽅学⽣番号を含
む回答をしておりデータの連
結が可能であった⼈数＝1609
名（B1⽣のうち74.0％）

２年⽣
以上 10⽉

⼼理的基盤に関する尺度
⼼理的リスクに関する尺度

コロナ禍でのストレス
勉学モチベーション

有効回答2434名
（回収率17.4％）
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‐.39

.23

.15 .35

Χ2=5.994, df=1, p=.015 ; CFI=.999: GFI=1.000; RMSEA=.034

９⽉〜10⽉、学部１年⽣から博⼠後期学⽣のアンケートデータを分析
N＝4306、パスはすべて１％⽔準で有意

‐.43

R2=.42

心の基盤のパス図

.70

‐.64

.14

‐.22

R2=.18

ソーシャルサポートを高めることが支援の要

主な結果（一部）
〈１年生〉

1）�心理的基盤、心理的リスクについては、概ね他大
学平均値と同様の傾向であったが、抑うつ・不安
の高い要支援学生や、発達障害傾向学生は一定数
在籍していることが示唆された。

2）�入学時と半年後の比較では、抑うつと不安の高ま
りが示された。長引くコロナウイルス流行とそれ
に伴う大学の活動制限が、学生のメンタルヘルス
に打撃を与えていることがうかがわれた。

3）�フィードバック希望学生が、2019 年度の 25％か
ら 32％に増加し、大学とつながりたい学生の心
理が反映されたものと思われる。

〈２年生以上〉
4）�自尊感情や人生満足度といった心理的基盤の部分

は、１年生および院生に比して２〜６年生が低く、
一方で、抑うつ、不安は１年生が高いことが示さ
れた。２〜６年生には、心理的基盤を強化するよ
うなサポーティブなかかわりや心理教育、１年生
には、抑うつや不安を軽減するための対人関係ネッ

トワーク構築の手助け、登校の機会の提供などが
必要と考えられた。この結果は、実際の支援提供
の指針として利用された。

〈全　体〉
5）�自尊感情と抑うつ、不安が、ソーシャルサポート

を介して人生満足度に影響することが示された。
自尊感情やサポートされている自覚を促進するよ
うな教育の重要性が示唆された。

今後の計画
コロナウイルス流行による大学生活や対人関係上の大き

な変化は、学生のメンタルヘルスに影響を及ぼしている。
今後は、全学生に対象を広げた縦断的アンケート実施に
よって、コロナウイルス流行による心の健康への影響と、
学生の心理的成長の両面を追跡し、結果を広く教育や支
援に活用したい。このようなエビデンスに基づいた支援に
よって、学生支援本部は、学生の心理的成長やウェルビー
イングの向上に最大限貢献してゆく計画である。



28

Student
Support
Profile

メンタルヘルス支援

2020 年度前半はコロナ禍にもかかわらずそれほど普段
とは変わらない診療の印象であった（一部学生からの要望
があった場合に電話診察に切り替えていた）が、2020 年
度後半はひきこもり傾向の学生が（少なくとも相談員の古
橋による診療では）受診の多くを占めるようになったよう
に思われる。これは名古屋大学の学生にとどまる傾向で
はなく、全国的にさらにはヨーローパ全体でも同様の傾向
があり古橋のもとにはマスコミの取材も多く社会の関心を
集めた（詳細は p23 参照の通り）。相談員の長島は、緊急
事態宣言の早くから鶴舞キャンパスでのコロナ対応で心に
不調をきたした病院のスタッフの相談対応も数多く行って
いた。相談員の横井は、東山キャンパス全学教育棟本館で
入学当初からコロナ禍の影響を心身に大きく受けた学部1
年生の対応も数多く行っていた。
面談件数（方法別件数）と面談方法・構成比（%）を以

下の図に示した。
この図をみると、2020 年 6月から7月と10月から11

月に受診者数の山が二つあることが分かる。

新型コロナウィルス関連の各相談員の診療上での主な印
象は以下の通りであった。
・�内定先の契約内容にコロナのために変更が生じ心身
の不調が生じた。

・�不調というわけではないが、これまでもひきこもって
おり、これからも一生ひきこもっていてもいいのだと
納得していた。

・突然授業・試験の見通しがつかなくなった。
・研究室の方針をどうするのか分からない。
・バイト、サークルがなくなってしまった。
・就職活動がwebになり慣れずに困った。
・�自宅で感染対策について揉めたり、落ち着いて過ごせ
なくなった。

・家族の問題（母親との関係など）が増えた。
・�オンライン授業について悩む学生と楽になったという
学生がいた。

学生相談センターの活動

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
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１．相談
　（1）個別相談実績報告

・�個別相談概要（相談件数、面接総回数、相談内
容項目等）
『国際機構国際教育交流センター紀要』の「アド
バイジング部門報告」を参照（2020 年度報告に
ついては 2021年秋頃掲載予定）
URL：http://ieec.iee.nagoya-u.ac.jp/ja/
about/pub.html
＊�ただし、留学生からの勉学・生活相談には、各
部局の留学生相談室等において国際化推進教
員が対応しており、その相談件数は上記に含ま
れていない。

　（2）コロナ禍の留学生相談の特徴
アドバイジング部門および各部局の留学生相談室

等で対応した相談には、下記のような特徴がみられ
た。
【国際移動の困難】

2020 年度（令和 2年度）は国境をまたぐ移動が
不可能な時期が多く、可能な時期にもフライトが少な
く難しかったことから、留学生にとっては特に、困難
な状況があった。
　・日本から出国できない

出身国の家族に会いたくても、または家族の不
幸があっても出身国に帰ることができない事例が
複数あった。心身の不調により慣れた環境に戻る
ことが必要でも、戻ることができない、研究に必
須のフィールドワーク等で海外に出かけることが
できない。大学を卒業・修了しても、日本を出国
できない、また海外で予定していた進学や就職が
できない等の事例も見られた。

　・日本に帰れない・来れない
出身国等に一時滞在していた留学生や、入学が

決まっていた留学生は、日本への再入国や渡航が
できず、海外からオンラインで授業を受けたり研
究を続けたりする必要があった。海外での受講は
時差によって心身への負担が大きい場合があった。
また、日本での支援金や奨学金、家賃、教科書購
入の手続き等は、国際郵便も停止されていた期間
には特に困難であった。

　・家族が日本に来れない
留学生の病気や事故など、必要性があっても家

族が渡日することができない事例が複数あった。
　・渡日後の健康観察期間

渡日が叶っても、ホテルや自宅、学生寮で 2 週
間の待機期間を過ごす必要があり、外出できない
期間は友人や関係機関の支援を受ける必要があっ
た。名古屋大学の学生寮の場合は、レジデント・
アシスタント（RA）たちが買い物をしたり、大学
生協が食事や日用品を配達したりした。

【日本における情報入手の難しさ】
国内組織から発信される感染情報や支援金情報は

まず日本語でなされるため、日本語に堪能でない留
学生の場合、情報入手が遅れて申請等が締め切りに
間に合わないなどの問題があった。
上記のような状況の中で、個別のケースや、大学の

対応、日本政府の対応等について、問い合わせや相
談が多数あった。しかし、コロナ禍は日本だけの問
題ではなく、出身国を含む世界の問題であったため、
多くの留学生たちは、情報収集に努め、状況を注視
しながら粛々と生活していた様子である。
心身の不調を訴える留学生たちの状況は、コロナ

禍によって複雑化することはあったが、コロナ禍が直
接の原因となって不調が起きるという際立った事例は
少なかった。

２．アウトリーチ
　（1）留学生対象のCovid-19 にかかわる実態調査

・�2020 年 4月に、国際教育交流センターと学生
交流課共同で全学の留学生を対象にCovid-19
にかかわる実態調査（ウェブアンケート調査）」を
行い、一般日本人学生の結果との比較を行った。
結果は当センターのウェブページに掲載し公開し
た。
URL：http://ieec.iee.nagoya-u.ac.jp/ja/
index.shtml

　（2）コロナ禍特有のアウトリーチ
　上記アンケートによって明らかとなった留学生
の状況に対応すべく、自宅学習のコツや、心理的
反応についてまとめ、当センターアドバイジング
部門のウェブページに掲載した。
URL：https://acs.iee.nagoya-u.ac.jp/

　（3）コロナ禍の授業・共修プログラム等
　国際機構国際教育交流センターの授業や共修
プログラムについては、通常のイベントをオンラ
インで継続的に行い留学生と一般学生、または留
学生と地域住民等の共修を促進するとともに、コ
ロナ禍での学生たちの孤立感を和らげ、人間関係
を築けることを意識した予防プログラムを行った。
入学者へのオリエンテーションや相談会もオンラ
インで開催した。詳細は　『国際機構国際教育交
流センター紀要』の「アドバイジング部門報告」
を参照（2020 年度報告については 2021年秋頃
掲載予定）
URL：http://ieec.iee.nagoya-u.ac.jp/ja/
about/pub.html

3．学生支援センター心の健康に関するアンケートへの対応

・�2020 年10月に学生支援センター主体で全学的に実
施されたアンケートの自由記述欄に、留学生からの
相談希望が複数書かれていた。未対応だった相談に
ついては、12月に共修推進室から個別メールを出し、
対応した。

共修推進

学生相談センターの活動
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キャリアサポートセンターの活動

１．今年度の特徴「コロナと就職支援」

未曾有の状況下、令和２年２月20日、国からのイベン
ト自粛要請を受け、３月１日〜４日に400 社以上が学内
で例年延べ１万人以上の就活生と接触する学内合同企業
説明会「企業研究セミナー」の中止を決定。その後多く
の就活生が「オンライン就活」に突入した。就活生そして
インターンシップに参加する次年度生に対し、キャリアサ
ポートセンターでは各種支援企画のオンライン開催やオ
ンデマンド、これまでのメルマガ配信に加え最新情報の
動画配信、登校できない学生に対しバーチャルキャリア
サポートセンターの開設などを通じ支援の継続を行った。

２．個別相談概要

１年間に就職相談を利用した人数は1,099 名、延べ回
数は 3,771回であった。内訳は B4（含以上）が 1,006
回で 26.7％、М２（含以上）が 933 回 24.7％、M1が
692 回で 18.4％、学部３年が 337 回 8.9％と続き、教
職員・保護者他の相談回数も全体の５％にのぼる。平均
相談回数は３回前後だが、過年度生（留年・休学等）は
B4以上で10.3 回、М２以上で 9.3 回と継続支援のケー
スが多く、特に既卒生は８人に対し246 回で平均１９．７
回と年間を通じ支援の対象となった。

これまでの対面での対応から緊急事態宣言下、今年度
初めて電話やオンライン等あらたな相談方法を取り入れ
た。対面が不可能になった４月後半から５月、８月から９
月はスカイプなどの遠隔相談を活用する学生が多かった
が、相談方法を選べるようになる（６月〜、10月〜）と
対面での面談を希望する学生割合が高くなった。５月以
降は企業の面接もオンラインとなり、面接練習などにオ
ンライン面談を活用する就活生の姿も多かった。一方10
月以降はこれから就活に入るB3、M1生が増え、従来の
ように対面での相談が圧倒的に増えた。

コロナに関する相談は４月41件、５月35 件、６月25
件、7月12件と次第に減少していった。４,５月はWEB
説明会が続き企業研究の実感がわかない、オンライン面
接に慣れていない、周囲の動きがわからないなどの戸惑
いの相談が多く、６,７月選考が続くにつれ、公務員の選
考日程の度重なる変更に研究生活への影響を心配する声
や、採用中止や内定取り消しにならないかという不安の
声もあがった。しかし多くの学生はとにかく目の前の就
職活動を乗り切ることに集中しており、変化する就職環
境に適応している様子がうかがわれた。

コロナ禍での就活の様子と相談状況
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３．イベント一覧

令和２年４月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

20日㈪〜

第１回インターンシップガイダンス　①インターンシップの意義 動画配信 278回 全学年
第１回インターンシップガイダンス　②インターンシップの現状とスケジュール 動画配信 157回 全学年
第１回インターンシップガイダンス　③応募方法 動画配信 146回 全学年
第１回インターンシップガイダンス　④インターンシップのマナー 動画配信 160回 全学年
第１回インターンシップガイダンス　⑤学内手続きについて 動画配信 141回 全学年

28日㈫ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場� オンライン 7名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

令和２年５月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
８日㈮ 国際オンラインカフェ　「日本での就職に関心のある人集まれ！」 オンライン 10名 国際学生
13日㈬ 博士の交流サロン（博士人材キャリア育成部門との協働） オンライン 2名 博士院生
14日㈭ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�① オンライン 7名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

16日㈯、23日㈯ 就活準備日本語講座（基礎） オンライン 18名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

18日㈪、25日㈪ 日本語能力試験N２対策講座 オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

20日㈬〜26日㈫ 日本語スピーキング力テスト（JSST） 電話受験 18名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

21日㈭ ステップバイステップ オンライン 1名 全学年・既卒者

22日㈮、29日㈮ 日本語能力試験N１対策講座 オンライン 28名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

25日㈪ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�② オンライン 5名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

25日㈪〜

インターンシップ対策講座　①企業研究編 動画配信 128回 全学年
インターンシップ対策講座　②書類編 動画配信 �92 回 全学年
インターンシップ対策講座　③面接編 動画配信 �58 回 全学年
インターンシップ対策講座　④マナー編 動画配信 �62 回 全学年

29日㈮
国際オンラインカフェ　「日本での就職に関心のある人集まれ！〜面接の受け方編〜」 オンライン 9名 国際学生

外国人留学生インターンシップZOOM説明会 オンライン 29Live ＋
15NUCT 国際学生

令和２年６月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

1日㈪、8日㈪、�������������
15日㈪、22日㈪、����������������

29日㈪
日本語能力試験N２対策講座 オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生（全学年）

3日㈬ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�① オンライン 2名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
5日㈮、12日㈮、��������������
19日㈮、26日㈮ 日本語能力試験N１対策講座 オンライン 28名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生（全学年）

6日㈯、20日㈯ 就活準備日本語講座（基礎） オンライン 18名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

12日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�② オンライン 3名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
18日㈭ ステップバイステップ 対　面 3名 全学年・既卒者
19日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�③ オンライン 1名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

26日㈮
就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�④ オンライン 1名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
国際オンラインカフェ　「日本での就職に関心のある人集まれ！〜先輩との交流編〜」 オンライン 10名 国際学生

27日㈯ 就活準備日本語講座（実践） オンライン 17名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

令和２年７月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

6/15㈪〜7/10㈮ インターンシップＷＥＢセミナー 動画配信 訪問者数：198名
総閲覧数：897名 全学年

6/25㈭〜7/31㈮配
信

「企業と博士人材の交流会」事前ガイダンス オンデマンド 52名 博士後期課程・ポスドク
「企業と博士人材の交流会」研究の伝え方 オンデマンド 52名 博士後期課程・ポスドク

３日㈮

就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�① オンライン 1名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

日本語能力試験N１対策講座 オンライン 28名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

大学院生のためのキャリアガイダンス（７月） オンライン 24名 大学院生・ポスドク（学内外）

３日㈮〜
動画選考対策講座　①概略編 動画配信 56回 全学年
動画選考対策講座　②何を伝えるか編 動画配信 28回 全学年
動画選考対策講座　③どう伝えるか編 動画配信 24回 全学年



32

Student
Support
Profile

キャリアサポートセンターの活動

開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

４日㈯

岐阜大学×名古屋大学　インターンシップ　WEB合同セミナー（LIVE 型） オンライン 閲覧数（名大生）
：194 名 岐大生・名大生（全学年）

4日㈯、11日㈯、18日㈯ オンライン 17名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

７日㈫ オンライン 5名 リーディング大学院
10日㈮ オンライン 3名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

13日㈪〜31日㈮ 留学生積極採用企業ＷＥＢ説明会 オンライン
46名�（名大30，
岐阜 6，名工 3，
名城 4，南山 3）

愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

14日㈫ 第 3回 B人セミナー「考えたこともなかった伝える技術」 オンライン 33名 博士前後期課程・ポスドク

16日㈭
ステップバイステップ 対　面 5名 全学年・既卒者
博士後期の就活前セミナー オンライン 41名 博士後期課程２年生以上

17日㈮
就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�③ オンライン 4名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
卓越大学院向け就活相談セミナー オンライン 9名 卓越大学院の博士後期

21日㈫ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�④ オンライン 0名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
27日㈪ 第 4回 B人セミナー「魅力的なPR動画を作ろう前編」 オンライン 43名 博士前後期課程・ポスドク
28日㈫ 第 4回博士人材の交流サロン オンライン 4名 博士前後期課程・ポスドク

31日㈮
就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�⑤ オンライン 1名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
連携大学向け「企業と博士人材の交流会」事前ガイダンス オンライン 10名 博士前後期課程・ポスドク

令和２年８月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

３日㈪
教員志望性向け　教員対策講座��①個人面接 オンライン 11名 2020 年度採用試験受験予定者
第 5回 B人セミナー「魅力的なPR動画を作ろう後編」 オンライン 31名 博士前後期課程・ポスドク

４日㈫
教員志望性向け　教員対策講座��②場面指導・模擬授業 オンライン 17名 2020年度採用試験受験予定者

トヨタ自動車と障害学生との意見交換会 オンライン 16名 トヨタ自動車人事部・
本学障害学生

５日㈬〜 〜ここから始めよう〜「就職活動の進め方」セミナー 動画配信 53回 2021年3月卒・修了予定者
６日㈭ 大学院生のためのキャリアガイダンス（8月） オンライン 24名 大学院生・ポスドク（学内外）

７日㈮
国際学生対象　キャリアZOOM交流会�① オンライン 4名 全学年
企業と大学との障害学生就職についての意見交換会 オンライン 29名 企業・就労移行支援事業所
第 5回博士人材の交流サロン オンライン 6名 博士前後期課程・ポスドク

11日㈫ 他大学向け「企業と博士人材の交流会」参加者用　博士の交流サロン オンライン 4名 博士後期課程・ポスドク
17日㈪ 名古屋大学　WEB企業説明会�① ウェビナー形式 延べ 273名 2021年3月卒・修了予定者
18日㈫ 名古屋大学　WEB企業説明会�② ウェビナー形式 延べ 225名 2021年3月卒・修了予定者

19日㈬
名古屋大学　WEB企業説明会�③ ウェビナー形式 延べ 181名 2021年3月卒・修了予定者
ステップバイステップ オンライン 3名 全学年・既卒者

20日㈭
障害学生就労支援者研修会 オンライン 50名 大学・企業・就労移行支援事業所

第 1回博士のキャリアパスウェビナー　〜キャリアパス色々〜 オンライン 53名 大学院生、ポスドク、学部生、
名古屋大学の教職員

21日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�① オンライン 2名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
25日㈫ 第 6回博士の交流サロン オンライン 8名 博士前後期課程・ポスドク
26日㈬ 国際学生対象　キャリアZOOM交流会�② オンライン 5名 全学年
28日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�② オンライン 2名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

８月中旬〜 「企業と博士人材の交流会」学生PRと企業 PR動画 オンデマンド

令和２年９月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

１日㈫〜11日㈮ 企業と博士人材の交流会 オンライン

企業32社、博士
人材 75名、オブ
ザーバー修士 20
名、企業延べ参
加人数 834名、
学生延べ参加人
数 951名

博士後期課程・ポスドク�
（学内外）

４日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�① オンライン 2名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
８日㈫ キャリアサポートセンター×マイナビ社員就活相談会！ オンライン 104名 全学年
11日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�② オンライン 3名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
11日㈮ キャリアランチ交流会�（先輩と話そう：理系） オンライン 6名 名大外国人留学生（全学年）

14日㈪、16日㈬、
18日㈮、23日㈬、
25日㈮、28日㈪、

30日㈬

日本語能力試験N4対策講座�（2020 年 9月） オンライン 24名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

15日㈫ 2020 年度第 3回総合イノベ人材育成システム専門委員会 オンライン ― コンソーシアム参画の大学教職員
16日㈬ 大学院生のキャリアガイダンス（9月） オンライン 5名 大学院生・ポスドク（学内外）

16日㈬、18日㈮、���
23日㈬、25日㈮、��
28日㈪、30日㈬　

日本語能力試験N1対策講座�（2020 年 9月） オンライン 26名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）
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開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
17日㈭ ステップバイステップ 対面 5名 全学年・既卒者
18日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�③ オンライン 2名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者
18日㈮ B人セミナー「メディカル・サイエンスコミュニケーション業界で求められる人材とは」 オンライン 30名 大学院生・ポスドク（学内外）
23日㈬ キャリアランチ交流会�（先輩と話そう：文系） オンライン 8名 名大外国人留学生（全学年）
24日㈭ 愛岐留学生就職支援コンソーシアム実務委員会 オンライン 34名 コンソーシアム参画大学・団体

24日㈭ 愛岐留学生就職支援コンソーシアム学生報告会 オンライン
参加：34名＋　　　　　　　　　　　　　　
ビデオ参加留
学生 4名

コンソーシアム参画大学・
団体・留学生 4名

25日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�④ オンライン 2名 Ｂ４・Ｍ２・既卒者

29日㈫ 第 2回博士のキャリアパスウェビナー オンライン 25名 学部・大学院・ポスドク・
東海機構の教職員（学内外）

30日㈬〜 新入留学生オリエンテーション（キャリア支援について） オンデマンド 約 100 名 名大新入留学生��������������������������
（B1，M1．D1，研究生）

令和２年１０月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
１日㈭ 就活ガイダンス総括　文系向け　ＬＩＶＥ オンライン 35名 2022.3 卒予定者
２日㈮ 就活ガイダンス総括　理系向け　ＬＩＶＥ オンライン 71名 2022.3 卒予定者
２日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�① オンライン 0名 B４・M２・既卒者
５日㈪ 景気と就活〜 22卒学生の就職活動〜　ＬＩＶＥ オンライン 36名 2022.3 卒予定者
６日㈫〜 業界研究対策　オンデマンド配信 オンデマンド ― 2022.3 卒予定者
７日㈬ 情報収集対策　ＬＩＶＥ オンライン 49名 2022.3 卒予定者
８日㈭〜 ＳＰＩ研究対策　オンデマンド配信 オンデマンド ― 2022.3 卒予定者
９日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�② オンライン 0名 B４・M２・既卒者
９日㈮ 各種試験対策講座　書類対策　ＬＩＶＥ オンライン 29名 2022.3 卒予定者
12日㈪ ＷＥＢ面接対策　ＬＩＶＥ オンライン 26名 2022.3 卒予定者

12日㈪、19日㈪、
26日㈪ 日本語能力試験N2対策講座 オンライン 26名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生（全学年）
13日㈫ 各種試験対策講座　面接対策　ＬＩＶＥ オンライン 18名 2022.3 卒予定者
14日㈬ 各種試験対策講座　ＷＥＢ面接対策　ＬＩＶＥ オンライン 16名 2022.3 卒予定者
15日㈭ 書類・筆記対策　ＬＩＶＥ オンライン 28名 2022.3 卒予定者
15日㈭ ステップバイステップ 対面・オンライン 5名 全学年・既卒者

15日㈭〜30日㈮ 新入留学生歓迎キャリアカウンセリングウイーク オンライン 3名 名大新入留学生（研究生含む）
16日㈮ 各種試験対策講座　面接対策　ＬＩＶＥ オンライン 19名 2022.3 卒予定者
16日㈮ キャリアランチ交流会（自己理解） オンライン 4名 名大外国人留学生（全学年）

17日㈯、24日㈯ 就活準備日本語講座（基礎） オンライン 30名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

19日㈪ 就活マナー対策　身だしなみ対策　ＬＩＶＥ オンライン 15名 2022.3 卒予定者
20日㈫ 就活マナー対策　就活メイク対策　ＬＩＶＥ オンライン 13名 2022.3 卒予定者
22日㈭ 外国人留学生のための 2021 年春季インターンシップオンライン説明会 オンライン 16名 名大外国人留学生（全学年）
23日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�③ オンライン 0名 B４・M２・既卒者

23日㈮、30日㈮ 日本語能力試験N1対策講座 オンライン 37名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

23日㈮、30日㈮ 日本語能力試験N3対策講座 オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

24日㈯、31日㈯ JETRO�ONLINE�JOB�FAIR�（協力イベント） オンライン ―
愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生
（2021.3,9 卒、2022.3 卒、既卒生）

28日㈬ キャリアランチ交流会（自己理解） オンライン 4名 名大外国人留学生（全学年）
30日㈮ 就活サロン�名大版�就活おしゃべり場�④ オンライン 2名 B４・M２・既卒者

令和２年１１月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
２日㈪ ＯＢＯＧ・若手社員交流会① オンライン 28名 2022.3 卒予定者

２日㈪、９日㈪、　　　　　
16日㈪、30日㈪ 日本語能力試験N2対策講座 オンライン 26名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生（全学年）
４日㈬ ＯＢＯＧ・若手社員交流会② オンライン 26名 2022.3 卒予定者

大学院生のためのキャリアガイダンス（11月） オンライン 6名 大学院生・ポスドク（学内外）

５日㈭ キャリア教育講座「日本企業を知る」① オンライン 13名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

６日㈮ ＯＢＯＧ・若手社員交流会③ オンライン 11名 2022.3 卒予定者
６日㈮ 第８回企業と大学との障害学生就職についての意見交換会 オンライン 23名 ―

６日㈮、13日㈮、　　　　　
20日㈮、27日㈮ 日本語能力試験N1対策講座 オンライン 37名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生（全学年）
６日㈮、13日㈮、　　　　　
20日㈮、27日㈮ 日本語能力試験N3対策講座 オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム

参画大学の留学生（全学年）

7日㈯、14日㈯ 就活準備日本語講座（基礎） オンライン 33名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）
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開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
９日㈪ ＯＢＯＧ・若手社員交流会④ オンライン 13名 2022.3 卒予定者
10日㈫ 就活ミニ講座①（グループディスカッション） 対面 11名 2022.3 卒予定者
11日㈬ ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑤ オンデマンド 18名 2022.3 卒予定者

11日㈬ ＪＥＴＲＯ　グローバルビジネスワークショップ① オンライン 8名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

11日㈬〜17日㈫ ＪＳＳＴ�（Japanese�Standard�Speaking�Test） 電話受験 44名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

12日㈭ 就活ミニ講座②（エントリーシート） 対面 9名 2022.3 卒予定者

12日㈭ キャリア教育講座「日本企業を知る」② オンライン 10名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

13日㈮ ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑥ オンライン 48名 2022.3 卒予定者
13日㈮ キャリアランチ交流会（仕事理解） オンライン 6名 名大外国人留学生（全学年）
16日㈪ ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑦ オンデマンド 8名 2022.3 卒予定者
17日㈫ 就活ミニ講座③（研究概要） 対面 1名 2022.3 卒予定者
18日㈬ ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑧ オンライン 13名 2022.3 卒予定者

18日㈬ ＪＥＴＲＯ　グローバルビジネスワークショップ② オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

19日㈭ ステップバイステップ 対面 8名 全学年・既卒学生

19日㈭ キャリア教育講座「日本企業を知る」③ オンライン 12名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

19日㈭ 博士の就活前セミナー オンライン 14名 D2以上（名大生のみ）
20日㈮ ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑨ オンライン 26名 2022.3 卒予定者
20日㈮ 就活ミニ講座④（エントリーシート） 対面 5名 2022.3 卒予定者

21日㈯、28日㈯ 就活準備日本語講座（実践） オンライン 27名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

25日㈬ ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑩ オンライン 55名 2022.3 卒予定者
25日㈬ 就活ミニ講座⑤（研究概要） 対面 8名 2022.3 卒予定者
25日㈬ キャリアランチ交流会（仕事理解） オンライン 4名 名大外国人留学生（全学年）

25日㈬ ＪＥＴＲＯ　グローバルビジネスワークショップ③ オンライン 14名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

25日㈬ 第 8回 B人セミナー「製薬業界を知ろう」 オンライン 30名　　　　　　　　　　　　　　　　
（うち岐大生1名）

大学院生・ポスドク・進学予定の
学部生・教職員（学内・外）

26日㈭ 就活ミニ講座③（グループディスカッション） 対面 9名 2022.3 卒予定者
26日㈭ ＷＥＢ業界パネルディスカッション①（電機・電子部品メーカー） オンライン 41名 2022.3 卒予定者

26日㈭ キャリア教育講座「日本企業を知る」④ オンライン 8名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

27日㈮ ＷＥＢ業界パネルディスカッション②（金融） オンライン 22名 2022.3 卒予定者
27日㈮ ＷＥＢ職場見学① オンライン 44名（2社計） 2022.3 卒予定者
27日㈮ 公務員志望生向けＯＢ・ＯＧ（内定者）オンライン交流会 オンライン 39名 全学年
30日㈪ ＷＥＢ業界パネルディスカッション③（インフラ・エネルギー） オンライン 20名 2022.3 卒予定者
30日㈪ ＷＥＢ職場見学② オンライン 38名（2社計） 2022.3 卒予定者

令和２年１２月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

１日㈫
ＷＥＢ職場見学③ オンライン 34名�（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座①（はじめての自己PR〜動画編〜） 対面 5名 2022.3 卒・修了予定者

２日㈬
ＯＢＯＧ・若手社員交流会① オンライン 18名 2022.3 卒・修了予定者
大幸就職ガイダンス 対面 40名 2022.3 卒・修了予定者

３日㈭
就活ミニ講座②（トップを目指すグループディスカッション） 対面 6名 2022.3 卒・修了予定者

第４回博士のキャリアパスウェビナー〜ベンチャーって面白い〜 オンライン 44名
（うち岐大生1名）

大学院生・ポスドク・進学予定の学部生・
東海機構教職員・OBOG（学内外）

４日㈮

ＯＢＯＧ・若手社員交流会② オンライン 31名 2022.3 卒・修了予定者
障害学生就労支援者研修会 オンライン 109名 研修会申し込み者

日本語能力試験N１対策講座 オンライン 37名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

日本語能力試験N３対策講座 オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

５日㈯、12日㈯ 就活準備日本語講座（実践） オンライン 27名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

６日㈰ 公務研究セミナー オンライン 52名 全学年
７日㈪ ＯＢＯＧ・若手社員交流会③ オンライン 33名 2022.3 卒・修了予定者

８日㈫

ＷＥＢ職場見学④ オンライン 37名�（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション④（商社） オンライン 23名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座③（はじめてのオンライングループディスカッション） オンライン 11名 2022.3 卒・修了予定者
令和２年度「連携型博士研究人材総合育成システムの構築」運営協議会 オンライン ― 教職員（コンソーシアム参画の大学）

９日㈬
ＯＢＯＧ・若手社員交流会④ オンライン 12名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座④（はじめての個人面接） 対面 10名 2022.3 卒・修了予定者
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開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

10日㈭
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑤（素材・化学品メーカー） オンライン 29名 2022.3 卒・修了予定者

ワークルール　なんでも相談会 オンライン 8名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

11日㈮

ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑥（金融） オンライン 14名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（インターンシップ） オンライン 6名 名大外国人留学生（全学年）
情報学部主催進路ガイダンス オンライン ― 情報学部�３年生
情報学研究科主催進路ガイダンス オンライン ― 情報学研究科�M1

15日㈫

ＷＥＢ職場見学⑤ オンライン 33名�（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑦（建設・不動産） オンライン 19名 2022.3 卒・修了予定者
障害学生就職ガイダンス オンライン 25名 障害学生（岐阜大学含む）
大学院生のためのキャリアガイダンス（12月） オンライン 5名 大学院生・ポスドク（学内外）

16日㈬

ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑥ オンライン 9名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座⑤（はじめてのオンライン個人面接） オンライン 8名 2022.3 卒・修了予定者
大幸就職ガイダンス オンライン 50名 2022.3 卒・修了予定者
産学連携協同講座ラクオリア創薬株式会社�オンライン説明会 オンライン 5名 博士前後期課程・ポスドク

17日㈭

ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑧（食品メーカー） オンライン 30名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座⑥（もっとグループディスカッション〜対面編〜） オンライン 11名 2022.3 卒・修了予定者
ステップバイステップ 対面 6名 全学年・既卒者
ＧＳＩＤキャリアガイダンス オンライン 40名 ＧＳＩＤ所属の外国人留学生

18日㈮
ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑦ オンライン 12名 2022.3 卒・修了予定者
2020 年度第 3回総合イノベ人材育成システム専門委員会 オンライン ― 教職員（コンソーシアム参画の大学）

22日㈫
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑨（インフラ・エネルギー） オンライン 23名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座⑦（もっとオンライングループディスカッション） オンライン 8名 2022.3 卒・修了予定者

23日㈬
就活ミニ講座⑧（苦手な人のための個人面接対策） オンライン 10名 2022.3 卒・修了予定者
ＯＢＯＧ・若手社員交流会⑧ オンライン 3名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（インターンシップ） オンライン 3名 名大外国人留学生（全学年）

24日㈭
ＷＥＢ職場見学⑥ オンライン 19名（2社計） 2022.3 卒予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑩（電機・電子部品メーカー） オンライン 21名 2022.3 卒予定者
１月開催選考会の直前対策講座 対面 17名 2021.3月卒・修了予定の未内定者

25日㈮ 特別相談会 対面 7名 2021.3月卒・修了予定の未内定者

令和３年１月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
７日㈭ 就活ミニ講座①（はじめてのエントリーシート） 対面 10名 2022.3 卒・修了予定者
８日㈮ 就活ミニ講座②（企業研究セミナー対策） オンライン 10名 2022.3 卒・修了予定者

13日㈬

ＷＥＢ職場見学⑦ オンライン 26名（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑪（電機・電子部品メーカー） オンライン 23名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座③（はじめてのエントリーシート） 対面 10名 2022.3 卒・修了予定者
大学院生のためのキャリアガイダンス（1月） オンライン 8名 大学院生・ポスドク（学内外）

14日㈭

ＷＥＢ職場見学⑧ オンライン 28名（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑫（情報・通信） オンライン 25名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座④（もっとオンライングループディスカッション対策） オンライン ７名 2022.3 卒・修了予定者
第３回博士後期のための就活前セミナー オンライン 14名 D2以上

15日㈮

ＷＥＢ職場見学⑨ オンライン 33名（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑬（情報・通信） オンライン 19名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（ビジネスマナー） オンライン １名 名大外国人留学生（全学年）
令和 2年度「連携型博士研究人材総合育成システムの構築」企業
と大学の意見交換会 オンライン ― 3年生（コンソーシアム参画大学）

16 日㈯ Panasonic ワーク（障害学生用） オンライン ２名 障害学生
18日㈪ ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑭（電機・電子部品メーカー） オンライン 27名 2022.3 卒・修了予定者

19日㈫ ここで決めよう！ 21卒向け企業説明＆選考会（1） オンライン 実数 30名
（延べ 76名） 2021.3月卒・修了予定の未内定者

20 日㈬
ここで決めよう！ 21卒向け企業説明＆選考会（2） オンライン 実数 29名

（延べ 75名） 2021.3月卒・修了予定の未内定者

ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑮（サービス） オンライン 25名 2022.3 卒・修了予定者
創薬科学研究科キャリアパスセミナー オンライン 約 25名 大学院生（創薬科学研究科）

21日㈭ ステップバイステップ オンライン 4名 全学年・既卒学生

27日㈬

ＷＥＢ職場見学⑩ オンライン 29名（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑯（輸送用機械） オンライン 19名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座⑤（3月企業研究セミナー対策） オンライン 8名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（ビジネスマナー） オンライン 3名 名大外国人留学生（全学年）

28日㈭
ＷＥＢ職場見学⑪ オンライン 26名（2社計） 2022.3 卒・修了予定者
ＷＥＢ業界パネルディスカッション⑰（輸送用機械） オンライン 15名 2022.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座⑥（苦手な人のための個人面接対策） オンライン 12名 2022.3 卒・修了予定者

29日㈮ 情報学研究科就活ガイダンス オンライン ― 学部3年、M1（情報学研究科）
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開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

10 〜１月
キャリア形成論 オンデマンド

とオンライン
受講登録49名・
聴講者数名 学部２年生以上

エンプロイアビリティ オンライン 10名 大学院生

令和３年２月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）
３日㈬ 就活ミニ講座①（理系学部卒就活生・なんでも相談会） オンライン 3名 2022.3 卒・修了予定者
４日㈭ 就活ミニ講座②（おさえておこう！就活への臨み方） オンライン 11名 2022.3 卒・修了予定者
５日㈮ 就活ミニ講座③（はじめてのオンライン個人面接） オンライン 13名 2022.3 卒・修了予定者
９日㈫ 企業研究セミナー直前　前哨戦ガイダンス オンライン 60名 2022.3 卒・修了予定者

10日㈬
第 8回博士人材の交流サロン〜博士後期留学生編〜 オンライン 6名 大学院生（留学生）
第 5回博士のキャリアパスウェビナー〜キャリアパスいろいろ〜 オンライン 64名 全学年・教職員（学内外）

12日㈮
就活ミニ講座④（就活なんでも相談会） オンライン 6名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（ES対策） オンライン 7名 名大外国人留学生（全学年）

15日㈪ 大学院生のためのキャリアガイダンス（2月） オンライン 3名 大学院生・ポスドク（学内外）

15日㈪〜 19日㈮ 日本語能力試験N5対策講座 オンライン 23名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

16 日㈫ キャリアサポートセンター×マイナビ社員　就活直前相談会 オンライン 53名 2022.3 卒・修了予定者

17日㈬
就活ミニ講座⑤（企業研究からできる自己理解） オンライン 10名 2022.3 卒・修了予定者

岐阜大学×名古屋大学　若手社員とのオンライン交流会 オンライン 36名
（内名大生 15名） 全学年

17日㈬〜 19日㈮ Ｊｏｂ�Ｆａｉｒ�2021 オンライン 86名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

19 日㈮ 就活ミニ講座⑥（実際に企業を選んでみよう） オンライン 9名 2022.3 卒・修了予定者
22日㈪ 社会人スタートアップ講座　新社会人のための好印象メイクリモートセミナー オンライン 32名 2021.3 卒・修了予定者

24日㈬

社会人スタートアップ講座　人生 100年時代を生き抜くためのお金の知識 オンライン 41名 2021.3 卒・修了予定者
就活ミニ講座⑦（はじめてのオンライン集団面接） オンライン 9名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（ＥＳ対策） オンライン 9名 名大外国人留学生（全学年）
第 3回総合イノベ人材育成システム専門委員会 オンライン ― コンソーシアム参画の大学教職員

25 日㈭
社会人スタートアップ講座　社会人の着こなし講座 オンライン 22名 2022.3 卒・修了予定者
ステップバイステップ オンライン 3名 全学年・既卒者

25日㈪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〜 2月 28日㈰

「2020 年度第 9回 B人セミナー　企業をいつもと違う観点で理解しよう！」
　①基礎研究から新事業への道／イノベーションを起こす　②企業の種類と分析 オンデマンド 38名 大学院生

令和３年３月イベント一覧
開催日・配信日 タイトル 開催形態 参加人数・閲覧回数 対象者（対象学年等）

１日㈪ ＷＥＢ企業研究セミナー�① オンライン 延べ 3,326 名
（4部計） 2022.3卒・修了予定者・既卒者

２日㈫ ＷＥＢ企業研究セミナー�② オンライン 延べ 2,768 名
（4部計） 2022.3卒・修了予定者・既卒者

３日㈬ ＷＥＢ企業研究セミナー�③ オンライン 延べ 2,192 名
（4部計） 2022.3卒・修了予定者・既卒者

４日㈭ ＷＥＢ企業研究セミナー�④ オンライン 延べ 1,836 名
（4部計） 2022.3卒・修了予定者・既卒者

５日㈮ ＷＥＢ企業研究セミナー�⑤ オンライン 延べ 1,285 名
（4部計） 2022.3卒・修了予定者・既卒者

９日㈫ 就活ミニ講座①（ケース面接を体験しよう！） オンライン 10名 2022.3 卒・修了予定者
11日㈭ 就活ミニ講座②（はじめてのオンライン個人面談） オンライン 13名 2022.3 卒・修了予定者
12日㈮ キャリアランチ交流会（面接対策） オンライン ７名 名大外国人留学生（全学年）
16日㈫ 就活ミニ講座③（トップを目指すグループディスカッション） オンライン 8名 2022.3 卒・修了予定者

18日㈭
就活ミニ講座④（苦手の人のための個人面接対策） オンライン 10名 2022.3 卒・修了予定者
ステップバイステップ オンライン 5名 全学年・既卒者

18日㈭、19日㈮、
22日㈪、23日㈫、�
24 日㈬、26日㈮　

日本語能力試験N1対策講座 オンライン 10名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

19 日㈮ 大学院生のためのキャリアガイダンス（３月） オンライン 2１名 大学院生・ポスドク（学内外）

23日㈫ 21卒対象　進路未決定者特別相談会�① 対面・オンラ
イン・電話 11名 2021 年 3月に卒業・

修了予定の進路未決定者

24日㈬
就活ミニ講座⑤（エントリーシート対策） オンライン 7名 2022.3 卒・修了予定者
キャリアランチ交流会（面接対策） オンライン 12名 名大外国人留学生（全学年）
B人セミナー「公的資金申請・獲得のためのガイダンス」 オンライン 118名 大学院生・教職員

29日㈪
21卒対象　進路未決定者特別相談会�② 対面・オンラ

イン・電話 7名 2021 年 3月に卒業・
修了予定の進路未決定者

名古屋大学融合フロンティアフェローシップ 2021 年度募集説明会 オンライン 169名 大学院生・教職員 (学内外 )
名古屋大学融合フロンティアフェローシップ 2022 年度募集説明会 オンライン 120名 大学院生・教職員 (学内外 )

29 日㈪、30日㈫ ビジネスコミュニケーションのための日本語 オンライン 15名 愛岐留学生就職支援コンソーシアム
参画大学の留学生（全学年）

31 日㈬ 就活ミニ講座⑥（就職活動の進め方） オンライン 12名 2022.3 卒・修了予定者



37

キャリアサポートセンターの活動

４．進路状況（令和２年３月卒業・修了生）
本学の学部卒業生全体のうち、約 51%の学生が大学院

に進学し、約 44%の学生が就職している。
博士前期課程（MC）を修了した大学院生全体のうち、

約14% の大学院生が博士後期課程（DC）に進学し、約

75%の大学院生が就職している。
学部生、大学院生を併せた就職先の業種は、製造業が

約 38%、次いで情報通信業約13%、医療・福祉約12%、
公務約 9%となっている。
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本学の学部卒業留学生全体のうち、約 44％の学生が大
学院に進学し、約 30％の学生が就職している。
博士前期課程（MC）を修了した大学院留学生全体のう

ち、約 22％の大学院生が博士後期課程（DC）に進学し、

約 43％の大学院生が就職しています。
学部生、大学院生を併せた就職先の業種は、製造業が

約 26％、次いで公務約 22％、情報通信業約18％、卸売・
小売業 9％、と続いています。

キャリアサポートセンターの活動

５．国際学生の進路状況（令和２年３月卒業・修了生）

学部卒業留学生進路状況
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　年間を通して、最も相談にやってきたのは学生本
人（おおよそ 50%）であったが、春学期の間は保
護者からの相談も多かった（23-30%）。大学に不
慣れな新入生において、保護者からの連絡が増え
たことと、2年生以上の既存の在学生においても
新しい事態への対応として相談が増えていたもの
と思われる。同様に学期のリズムに合わせるよう
に教職員との連絡や相談も増減していることが伺
える。2020 年度は障害者支援機関などの外部団
体との関わりが非常に薄かった。

・月別相談形態ごとの相談件数

　アビリティ支援センターの支援においては、日
常的なリマインドや連絡、あるいは教職員との調
整などをメールで行うことも多い。そのため、す
べての相談が面談の形式で行われるわけではない
が、2020 年度は新型コロナウイルス感染症への
対策のため、初めてオンラインでの面談が取り入
れられた。これについて、月別相談件数の対面で
の面談とオンラインでの面談の内訳を上に示した。
　学生支援センターは大学への入構制限がかかっ
ている間も、必要であれば対面での面談が許可さ
れていたが、それでも春学期は限られた数の相談
しか行われず、多くがオンラインでの面談に移行
していた。秋学期に入ってからもオンラインによる
面談の数はほぼ同水準を維持しているが、対面で
の面談は 3.8 倍に増加している。これは、学生が
授業を受けに大学に来るようになったことに加え、
対面による相談を希望したためであるが、その一
方で、対面での相談が容易になった後でもオンラ
インでの相談を希望する学生、もしくはオンライ
ンでの相談を希望する時も少なくなかったことが
示されている。

・月別部門別相談件数
　アビリティ支援センターは 2020 年度より、修
学支援部門とライフデザイン支援部門とを設置し
ている。これまでの相談を修学に関する支援をお

アビリティ支援センターの活動

１．個別相談概要と特徴
　（1）個別相談実績報告

・月別相談人数と相談件数
2020 年度の月別の相談人数と相談件数を以下に
示す。

　新規相談者について、例年であれば4月に新入
生からの相談があって数が増加するところ、今年
度は例年に比べて新入生の相談申し込みが半分で
あった。相談のあった新入生がすべて高校におい
ても支援を受けていたことを考えると、支援を受け
ることに慣れていれば支援にリーチできたが、そ
うでない場合に相談にたどり着くことがなかった
ものと思われる。その要因が新型コロナウイルス
感染症の感染拡大による大学への入構規制、およ
び大学から送られる情報の多さによる混乱と考え
ることは自然なことに思えた。
　相談件数は学期のリズムに合わせるように増減
があり、８月は相談が少なく、９月や３月も後半に
なって次の学期が近づいた際に相談が増えた。他
方、大学への入構が可能となった10月は、相談
者数は少ないものの、新入生を中心に対面での授
業とオンラインでの授業に対応することをめぐって
相談件数が増加している。また、冬休み前であり、
学期末を控えた12月と翌年度の始まる前の３月
に、新規の相談者が増えている。

・月別相談者ごと相談件数
　2020 年度の月別の相談者ごとの相談件数内訳
を以下に示す。
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こなうものと、大学生活ないしはその後の人生も
見据えた支援をおこなうものとに分けているが、
秋学期より両者を区分しての統計もとり始めた。
これについて、相談者ごとの相談形態別の相談件
数を以下に示す（１回の相談で両者に関する相談
があった場合、それぞれに0.5回とカウントして
いる）。なお、面談については簡略化のために、対
面とオンラインとを合算しているが、部門による
面談形態の違いに差はなさそうであった。

　これを見ると、メールによる相談は修学支援に
関するものが多く、相談形態全体においてメール
の使用頻度が高いこととは別に、修学支援部門と
しての支援ではより多くの調整をメールを通じてお
こなっていることが分かる。特にこの差は教職員
との連絡・調整において顕著であった。他方、こ
れまでアビリティ支援センターは修学支援を中心と
して支援を展開してきたが、このように部門を分
けて、相談を分けて考えると、生活の仕方や生き
方に関わる相談が同様に行われてきたことが明ら
かとなった。このことは、学生のニーズのあり方の
差異を示していると言え、これに沿った支援を提
供していく必要性を示唆している。

　（2）コロナ禍の特徴
　コロナ禍の特徴のいくつかは、FDについての資
料（詳細はP.22 参照の通り）の中で触れているが、
それは主に春学期の実態を反映したものであった。
ここでは、重複も含めて2020 年度を通して見ら
れた、アビリティ支援センターでの相談に見られ
た特徴を概観してみたい。
　初めに、目立ったことは、上でも述べたが新入
生の４月時点での新規の相談が例年の半分であっ
たことである。コロナ禍での大学の新しい授業形
態や入構制限への適応、およびアビリティ支援セ
ンターへの物理的接近の困難などが影響したもの
と思われる。しかし、相談件数自体は減少するこ

となく、年間を通して例年と比較して高い水準を
維持した。実際、昨年度の相談件数は、学生本人
で805 件（今年度は1,004件）、家族で111件（296
件）、教職員で323件（372件）であった。やはり、
コロナ禍への適応、および新しい授業形態への戸
惑いや不適応、とりわけ新入生の適応の難しさが
あったものと考えられる。言い換えると、少ない人
数の学生が、多くの相談をおこなった年度であった
と言える。このことは、支援にリーチできた学生と
そうではなかった学生との間に潜在的な差ができ
ていることを意味しているとも言え、それが FDに
おけるテーマの１つであった。
　秋学期に入ると授業形態そのものへの適応はあ
る程度進んだようであった。他方、依然としてオン
ライン中心の授業に関して、以下のような困難が
報告されている。
　＜困難＞
　・�音声が途切れたり聞き取りにくかったりして授

業に集中することが難しい
　・�一人で授業を受けていると気持ちを維持する

ことが難しい
　・�課題が多く、優先順位をつけてこなすことに

困難がある
　・�一人で家にいると気持ちが落ち込む、オンとオ

フの切り替えが難しい
　�・�これまで周囲の人を見てやることを把握してい

たのが把握できなくなった
　オンライン授業に関しては肯定的な感想もあり、
以下のようなことが長所として述べられている。
　＜長所＞
　�・�録画を何度も見直せるため、理解ができるま

で繰り返し視聴できる
　�・�録画であるため好きな時に視聴することがで

きた
　�・�大学に行かなくて良いため疲労することがな

かった、体調を崩す心配がなかった
　�・�教室に行かなくて良いため他者の存在を気に

することがなかった

２．その他
　（1）移　転

　コロナ禍の最中ではあったが、これまで学生支
援センターが入居していた工学部７号館の建て替
えに伴って、学生支援センター全体の移転があっ
た。センターの移転先は学生支援棟として学生支
援のために使用できる専用施設ではあったが、豊
田講堂裏手の坂道を上ったところであったために

アビリティ支援センターの活動

月別相談者ごとの相談形態別相談件数

面談 電話 メール 検査

本人 修学 47.5 4 189.5 4

ライフデザイン 57.5 0 117.5 12

家族 修学 14.5 5 55

ライフデザイン 7.5 4 19

教職員 修学 18.5 3 114

ライフデザイン 0.5 1 2

外部機関
修学 1 0 1

ライフデザイン 1 0 0
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障害のある学生にはアクセスしやすい場所ではな
かった。そのため、全学教育棟３階にアビリティ
支援センターのみ８月に移転した。この移転によっ
て、個別相談、学生の居場所、サポーターの研修
といった機能をアビリティ支援センターの中に統合
することが可能となった。

　（2）大人の勉強 benkyo会の開催
　昨年度に始まったものであるが、発達障害のあ
る学生を念頭に、それぞれの特性に合わせた学修
の仕方を学び、情報交換や意見交換をおこなうグ
ループ活動として、大人の勉強 benkyo 会を学期
期間中週１回（毎週水曜日15:00 〜17:00）開催
した。春学期は、入構制限の緩和後も授業のオン
ライン移行を反映してほとんど参加者はなかった
が、秋学期になると時折学生が参加することがあっ
た。さらに１月からは後述するオンライン空間を同
時に開放することで大学に来なくともグループ活
動に参加できる体制を整えた。

　（3）オンライン空間の開設
　コロナ禍が無事に終わりを迎えたとしても、大

学におけるオンラインへの移行、ないしはオンラ
インの活用は今後も進んで行くことが考えられる。
授業はハイブリッド化され、オンラインで済むこと
はオンラインで済むようになって行くだろう。その
ため、アビリティ支援センターの機能をオンライン
からも利用できる設定を考えることが必要である
ように思えた。zoomなどに代表されるビデオ会
議システムはコロナ禍において発展したが、空間
的な要素を持ったオンラインの交流機能はこれま
で十分に発達していなかった。しかし８月ごろか
ら急速に新しいサービスが登場したことを受けて、
SpatialChat、oVice などの試用を開始し、オン
ライン上の仮想空間にもアビリティ支援センターを
設置した。実際に、学生サポーターあいるの研修
のいくつかをアビリティ支援センターの部屋とオン
ラインの空間の両方でアクセス可能にする試みを
おこなってみたところ、対面での参加者とオンライ
ンでの参加者のコミュニケーションも十分可能で
あった。機材等の設定に工夫が必要であり、その
ノウハウを蓄積する必要があるが、今後も取り組
みを続けることになる。

研修の一場面 oVice の画面
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１．ホームカミングデイ企画主旨

今回のホームカミングデイ学生支援センター企画
は、当初、大学生とのコミュニケーションであった。
しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受
けて、大学のあり方や家族のあり方が見つめ直される
中で、改めて青年とのコミュニケーションを考えると
いう企画に改変された。
また、時節柄ホームカミングデイをキャンパス内で

おこなうことは難しく、全面的にオンラインに移行さ
れた。これを受けて、学生支援センター企画もオンラ
インでの開催となった。
ここでは、本企画報告をおこなうが、この企画は、

名古屋大学全学同窓会の大学支援事業の助成を受け
ており、本報告は同事業の報告書も兼ねている。
当日は、第１部：講演（アビリティ支援センター　

工藤晋平准教授）、保護者による体験談、第２部：分
科会での経験の共有や情報交換、が行われた。本報
告もこれに沿って構成されている。　

２．�講演「with�コロナ，大学生とのコミュ
ニケーションを考える」
青年期の親子のコミュニケーションと、特にコロナ

禍において生じつつあるコミュニケーションのあり方
についてなど、以降の話し合いのベースとなる事柄に
ついて工藤晋平特任准教授が講演した。

　（1）青年期について
　初めに、青年期についての概説をおこなった。
青年期とは自立の時期であり、この時期ある意味
で青年は大人を拒絶する。これは大人の思う自立
ではなく、自分なりの自立を果たすために必要な
プロセスであるが、心理的に大人を遠ざけ、仲間
関係を重視するだけではなく、脳神経学的な発達
においても、不安を経験しやすい一方、楽しいこ
とを追求する仕組みは急速に増大するものの、物
事を総合的に考えたり他者を考慮する力はゆっく

ホームカミングデイ企画（同窓会支援事業） 報告

りとしか増えないことが知られている。
　このアンバランスさの中に青年期の難しさが存
在している。そのため、親の元には問題が起きた
時しか帰ってこないこと、親としては腹立たしい
ところもあるだろうが、拒否されながら大人にな
るとはどういうことかを示し、問題を起こして帰っ
てきた時は分かっていたような顔はせずに驚きを
持って迎え入れ、灯台のように道を指し示し、子
どもからの拒否に生き残ることが求められること
を伝えた。

　（2）コロナ禍での青年
　続いて、コロナ禍での青年の揺れ動きについて、
もちろん分からないことはたくさんあるものの、
不安が生まれ、先行きが不透明になっていること、
仲間が大事な時期であるにも関わらず仲間と触れ
合うことができないこと、さらに自宅にいれば親
子の時間が増えそれだけ葛藤が増えやすくなるこ
とが考えられることを取り上げた。同様の困難は
親の側にも生じうる。不安を押さえることは不自
然なことで、それは不適応のもとになるが、せめ
て不安があるために関係が難しくなることを自覚
し、自分の時間を持ったり、家族のあり方を改め
て考えることが必要であったり、時に助けになる
かもしれないことを話した。

　（3）名古屋大学の取り組み
　最後に名古屋大学の取り組みとして、大学への
登校が可能になった７月以降、１年生については
春におこなうはずであったガイダンスをクラスご
とに行い、その後自治会によるクラス結成会につ
なげたこと、そこにクラス担当の教員の参加を求
めたこと、同時にサークルの活動紹介がおこなわ
れたこと、コロナ禍の中で経済的に困窮した学生
に向けて食料支援をおこなったこと、さらに学生
と学長が直接対話できる対話企画を実施したこと
を報告した。また、学生支援センターとしてもコ
ロナ禍において予想された心の問題に対処するた
めの相談活動の活性化、そのアナウンス、また、
長期的なストレスへの対処法の周知などをおこ
なってきたことを紹介した。
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３．保護者の経験談

　（1）Ａさん
　息子さんは理
系男子学部生で
４年留年をした
が現在は順調に
通学をしている。
　ちゃんと大学

へ行っていると思っていたので、驚いた。私が言
うとややこしくなるので、夫が対応をしてくれた。
３留の時からは、大学へ登校できる状況を作ろう
と思い、隔週で一人暮らしの息子のところへ行き、
身の回りのお世話をした。結局、４留してようや
く２年にあがることができた。コロナ禍のオンラ
イン授業も馴染めたようでよかったが、自分が正
気を保てない状態だったので支援センターに連絡
をして、いろいろ話を聞いていただいた。
　私はすごく心配だけど、意外と息子は俺できる
かもと思っていて、コロナによって私が子どもか
ら離れる、我慢するということができたのは、逆
によかった。
　最近息子はジムに通うようになり、自動車学校
にも自分から申し込みに行った。
　今回久しぶりに名古屋に来て、オンライン授業
を受けている姿を見て、1人で画面見る授業はき
ついなと思いました。どんなにうちみたいに友達
を作るのが下手という場合でも、登校して授業を
受けるのがいいのではないかなと思った。

　（2）Ｂさん
　本人は本学が２つ
目の大学で、最初の
大学は一度も進級す
ることなく退学した。
本人の希望を受け入

れ、もう一度入学した。レポート課題が苦手で２
年秋学期より当センターに来談した。
・３年目の夏に乗り越えたこと
　本人から、レポートが未提出で、留年してしま
う恐れがあると告白され、助けを求められた。学
生支援センターに連絡し相談した結果、期限を
猶予され、なんとか提出ができた。これをきっか
けに、苦しみながらも期限内にレポートを提出し、
自分からも教員に相談するようになった。
・ずっと海外赴任だった父親の帰国
　海外赴任の夫がたまたま健康診断のために帰
国した折、コロナ禍で赴任先がロックダウンし、
夫と本人は同じ屋根の下で４ヶ月も机を並べて過
ごすことになった。毎日昼食に出かけ、夜は酒を
飲みながら一緒に映画を観た。たわいのない時

間を過ごし、いつも笑っていた。運動不足になっ
た２人はゲーム機で運動した。厳格だった夫が４ヶ
月間傾聴に徹した姿を目にし、夫は変わったなと
実感した。また４世帯に別れた家族が zoomで家
族会議をするようになった。そこでは顔を見なが
ら一週間の出来事を話すようにしている。
・心境の変化について
　去年の夏にセンターの相談員に『大学だけがす
べてじゃない』と言われ、何てことを言うのかと
思った。しかし去年のホームカミングデイで他の
親御さんの体験談を聞いて、卒業を求めるのは親
のエゴで、どうすべきかは子どもが決めるべきこ
とだと思った。また他のお母様たちからも、高校
まで良い子で問題なかったことを聞き、うちも経
験がなかった分挫折に苦しみ、それを乗り越えて
ここに至っている。同じように自分の体験を話す
ことで、お役に立てたらと思い参加した。

４．分科会報告
保護者の体験談に続き、参加保護者同士の交流と、

コロナ禍での保護者や学生達の状況把握を目的に分
科会を行った。ブレイクアウト機能を使い、分科会参
加希望保護者３〜４名に、学生支援本部各セクショ
ンのカウンセラー１〜2名がファシリテーターとなり、
小グループで自由に対話を進めた。直前の代表保護
者による体験談で、家族で学生を支えた保護者スピー
カーが非常に具体的勝つ赤裸々に当時の学生の様子
や学修生活の困難さ、家族の困窮の様子や自分たち
の気持ちを語ったことが引き金になり、グループ内で
の自己紹介の段階から「自分も語りたい」「聞いてほ
しい」気持ちが高まっていた様子で、カウンセラーの
ファシリテートのもと、それぞれの子どもの状況や自
分たちの対応などを熱心に語り合う姿が見て取れた。

　（1）分科会グループ内対話事例
　新入生と２年生の保護者が集まったグループで
は、入学したのにキャンパスで学生生活が始めら
れなかった親子の非日常下での様子や、子どもた
ち同様困惑する親の姿が印象的であった。例えば、
実家を離れ下宿を始めたにもかかわらず、家から
出ることもできず慣れない一人生活の上に、終日
オンライン講義と大量のレポート作成に追われ、
SNSでのやりとりで次第に元気をなくす子どもの
様子に、早々に実家へ引き上げてくることを提案
し、当初は下宿での一人生活が続けられないこと
を残念がっていたが、実家で暮らすことで健康管
理ができたことが語られた。同様に下宿生活で
困った様子が日々の SNSでのやりとりでわかっ
たが、緊急事態宣言下、移動もままならず、下宿
先と実家で SNSでの顔を見ながらの電話でやり
とりを続け、料理を教えるなど話し相手になって
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いる間にも大学生になっていく子どもの成長が実
感できたことなども紹介された。
　また、子どものころから同年代の友人も少なく、
大学生活を心配していたが、自宅からのリモート
になりさらにクラスメイトとの交流などがなく講
義などについていけるか気になっていたが、いき
なり始まった書き方もわからないレポートに苦戦
している様子が、親である自分もテレワークだっ
たので傍らで見ていてよく分かり、レポートの書
き方などを少し教えてやることがきっかけで、高
校時代は気になりながらも父親の自分と話すこ
とがなかった子どもと会話も増えたことはうれし
かったし、子どもの様子がよくわかったことは幸
いだった。学生がリモート講義や大学に行けない
現状でどう困っているか理解できたことは自分に
とっても勉強になったと語った研究者の親御さん
の語りも印象的だった。
　ファシリテーターからは、この状況下での学生
の様子や大学の様子が報告された。

　（2）まとめ
いずれのグループ
でも、非日常下に
おいて、戸惑いな
がらも子どもとの
対話を試み、それ

ぞれの家庭で支援に努力する家族の姿に互いに
共感し、グループ内での互いの話の中に新しいア
イディアを見つけるなど多くの語らいがされた有
意義な分科会となった。

５．アンケートとまとめ
　（1）アンケートについて

　学生支援センターでは大学がおこなったアン
ケートとは別に、今回の学生支援センターの企画
についてフィードバックを得ることを目的にアン
ケートをおこなった。その結果を以下に示す。

　企画の終了後すぐにオンラインで回答を求め、
25 名（参加者の 80%）から回答を得た。ほとん
どの参加者が企画を通して高い満足度が得られ
たようである（第１部「大変満足」「満足」91%、
第２部 81%）。しかし、より長い時間、より多く
の人と話しがしたいという声もあり、来年度の課
題と考えられた。

　（2）まとめ
　昨年も保護者企画を行っているが、そこででき
た保護者同士のつながりが、その後も続いており、
今年度もそうした保護者同士の関わりがあった。
今後も保護者同士の関係性の継続が期待される。
このことは保護者によるピアサポートないしは自
助の会が生まれつつあることを意味し、学生を支
える保護者連携へと発展することを期待したい。
　他方、OBOGの保護者の参加は少なく、ホー
ムカミングデイとしての主旨を考えれば、この点
での改善が求められるであろう。加えて、OBOG
自身の参加もできるような企画があっても良いの
だろう。
　学生支援センターの企画は単に、学生の問題と
その対応を知るという学びの機会であるだけでは
なく、企画開催自体が一つの支援として機能する
ことを目指した活動である。これを推し進める形
で、来年度以降も企画を考え、実行してゆきたい。

年　代
40 代 1
50 代 19
60 歳以上 5
総　計 25

職　業
学部生保護者 16
院生保護者 3
卒業生 1
大学関係者 3
その他 2
総　計 25

何名で視聴したか
1　名 17
2　名 4
その他 1
総　計 22

どこから参加したか
センター 1
自　宅 19
大学内 1
外出先 2
総　計 23

ご参加のきっかけを教えてください
スタッフからの紹介 12
支援センターからのメール案内 1
知人等から聞いて 6
名古屋大学ホームページ 5
総　計 24

参加された理由を教えてください
興味関心のある内容だったから 18
現在の大学生の様子を知りたかったから 5
仕事上知りたい内容だったから 4
総　計 24

第１部の満足度
大変満足 11
満　足 10
普　通 2
不　満 0
大変不満足 0
総　計 23

第２部の満足度
大変満足 1
満　足 16
普　通 3
不　満 1
大変不満足 0
総　計 21
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講義担当
科目名称 対　象 担　当

新入生特別講義「大学生活入門」 学部新入生必修 1コマ 学生支援センター：スタッフ全員

青年期を考える－心の健康と将来展望－ 全学教育 学生支援センター：スタッフオムニバス

大学でどう学ぶか 全学教育 船津　静代（就職キャリア相談）

キャリア形成論 全学教育 森　　典華（博士人材キャリア支援）・
船津　静代（就職キャリア相談）

Introduction�to�Career�Development�Theory G30 全学教育 坂井　伸彰（国際キャリア支援）

基礎セミナーＢ 全学教育 鈴木　健一・杉岡　正典（学生相談）

ピア・カウンセリング 全学教養
鈴木　健一（学生相談）・
船津　静代（就職キャリア相談）・
工藤　晋平（アビリティ支援）

健康スポーツ科学（精神医学） 全学教育 （オムニバスのうち一部）
古橋　忠晃（メンタルヘルス支援）

文化事情２（フランス）後期 全学教育 （オムニバスのうち一部）
古橋　忠晃（メンタルヘルス支援）

キャリアデザイン演習 教育学部 （オムニバスのうち一部）
船津　静代（就職キャリア相談）

学校心理学Ⅲ 教育発達科学研究科 杉岡　正典・山内　星子（学生相談）

学校心理学 2－精神分析臨床 教育発達科学研究科 鈴木　健一・山内　星子（学生相談）

プロフェッショナル・リテラシー 大学院共通

(オムニバスのうち一部 )
森　　典華（博士人材キャリア支援）・
船津　静代（就職キャリア相談）・
鈴木　健一（学生相談）・松本　寿弥（教育連携）・
酒井　　崇（共修推進）

エンプロイアビリティ 大学院共通 森　　典華 (博士人材キャリア支援）・
船津　静代（就職キャリア相談）

主な講演
日　程 タイトル 対　象 講演者

6月18日
�Le�séminaire�web�de�l'Association�du�Congrès�de�Psychiatrie�
et�de�Neurologie�de�Langue�Française�(CPNLF)
「ロックダウンとグローバル化したひきこもり現象について」

フランスのメンタルヘルスの専門家 古橋　忠晃

7月29日 第８回東海機構ポストコロナフォーラム・イン・ウェビナー
「発達障害学生に対する様々な支援の実際」 東海機構関係者 鈴木　健一

9月15日
中京大学学生相談センター主催教職員対象講演会
「学生支援における教職員連携
� 〜多様な学生を支援するために〜」（オンライン）

中京大学教職員 松本　寿弥

11月 4日 東北芸術工科大学 FD
「自殺防止の観点からハイリスク学生への対応と支援」（オンライン） 東北芸術工科大学教職員 鈴木　健一

11月 9日 中部地区矯正管区研修「面接の進め方」 中部地区矯正管区職員 工藤　晋平

11月10日 聖心女子大学 FD「コロナ禍のもとでの大学『適応』を考える」 聖心女子大学教職員 工藤　晋平

11月16日 第 58 回全国学生相談研修会小講義 T8
「様々な学生相談の取り組み」（オンライン） 全国の学生支援に携わる教職員 鈴木　健一

2月18日 甲南大学学生生活支援委員会主催公開講演会
「コロナ禍と新たな学生支援様式」（オンライン）

甲南大学教職員
学生相談関係者 鈴木　健一

2月24日 2025 年へ向けた「組織マネジメント」セミナー（オンライン） 企業の管理監督者 鈴木　健一・
松本　寿弥

3月 9日 名古屋市障害者相談支援従事者初任者研修会
「支援者のケアをどうしましょう」 名古屋市基幹相談支援センター初任者 工藤　晋平　

3月10日 愛知県主催�第 7 回「留学生採用講座」 企業・法人、経済団体、行政機関など 佐藤　幸代

3月16日 名古屋市ゲートキーパー講習「自殺予防と学生対応の基礎」 中日美容専門学校教職員 山内　星子

その他の主な学外イベント
日　程 タイトル 対　象 担　当

2020年
12月15日

こころの絆創膏セミナー
「危機下における学生支援のありかたについて

―さまざまな教育現場のこえ―」
愛知県の大学教職員 メンタルヘルス

支援

その他
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東海国立大学機構における岐阜大学との学生支援連携

アカデミック・セントラル人生構想力教育共創部門会議
　今年度計 3 回の会議が開催され、第 4 期目標および
工程と2021年度予算を含む、部門計画が検討された。

領域別対話（学生支援領域）
　計 2回の会議が開催され、東海国立大学機構におけ
る学生支援領域（G6）の今後の連携構想を中心に議論
が重ねられた。

学生支援担当者会議（現場の支援実践における情報の交
換と連携）

 6月　コロナ禍での両大学現状報告
 7月　「ひきこもり学生の支援について」
 8月　「就職支援について」
 9月　「1次支援について」
11月　「名大における周辺支援について」
12月　「岐大における周辺支援について」

2021年 1月　「�学生支援における新型コロナウイルス感
染対策」

　上記の各会議を経て、2021 年度からは　学生支援連
携会議と人生構想力教育共創部門会議の両者によって、
連携実践と企画を行っていくことになった（図 1．参照）

やろまいワークショップ
　キャリア教育の一環としてリーダーシップを学ぶことを
目的に、名古屋大学と岐阜大学の学生を対象とした、リー
ダーシップ教育の専門講師とパートナー企業によるワー
クショップが開催された。

2021年 1月
　参加企業：UCCコーヒープロフェッショナル株式会社
2021年 2月
　参加企業：株式会社エイチ・アイ・エス
2021年 3月
　参加企業：小林製薬株式会社

その他

学生支援における大学連携関係図

◎キャリア教育
社会における人間力の涵養
→インターンシップの推進
社会人スキル教育・・・

アカデミック・セントラル
人生構想力教育共創部門

学生支援連携会議

〇人間力涵養の推進
（ウェルネス教育・ライフスキル教育、

自己健康管理能力醸成）

〇学生の生涯に渡る人間力や心身の健康
を念頭に置いた、相談・支援環境の充実

（メンタルヘルス、障害学生支援）

◎サービスラーニング

東海国立大学機構

地域連携教育部会キャリア教育部会ウェルネス教育・学生相談部会

図1 学生支援における大学連携関係図

ややろろままいいワワーーククシショョッッププ

■期間：毎月2回（1回3時間）※2日程参加必須
■対象学生：全学部・研究科、全学年
■定員：最大50名（先着順）
■開催方法：オンラインzoom

自自分分のの可可能能性性をを広広げげるるチチャャンンススをを掴掴めめ！！

お問合せ先：東海国立大学機構 産学連携ワークショップ事務局
yaromai_ws@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学と岐阜大学の学生を対象とした、
リーダーシップ教育の専門講師とパートナー企業による講義です。

グループワークには社会人メンターの皆さんも参加します。
【1月参加】は誰もが一度は口にしたことがある商品を扱う食品卸企業！

11月月1144日日（（木木））
1166：：0000〜〜1199：：0000

世世界界基基準準ののリリーーダダーーシシッッププににつついいてて学学ぶぶ

11月月2288日日（（木木））
1166：：0000〜〜1199：：0000

企企業業かかららのの課課題題テテーーママをを解解決決すするる
ググルルーーププワワーークク

＜ひとつでも気になる言葉があればぜひご参加ください！＞

#論理的思考力 #アイデア創発の発想力 #マーケティング #就活 #人脈
#学部学年を超えた出会い #あなたならではのリーダーシップ #強み発見
#社会人とのつながり #コミュニケーション力 #グループワーク #他者理解

#スキルアップ #ちょっと変わった経験 #イノベーション

【エントリー方法：1月8日（金）18：00まで】
▶応募フォームからエントリー
https://forms.gle/sj4ryKcBdYehX7Vw9

ややろろままいいワワーーククシショョッッププ

■期間：毎月2回（1回3時間）※2日程参加必須
■対象学生：全学部・研究科、全学年
■定員：最大50名（先着順）
■開催方法：オンラインzoom

自自分分のの可可能能性性をを広広げげるるチチャャンンススをを掴掴めめ！！

お問合せ先：東海国立大学機構 産学連携ワークショップ事務局
yaromai_ws@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

22月月99日日（（火火））
1122：：0000〜〜1155：：0000

世世界界基基準準ののリリーーダダーーシシッッププににつついいてて学学ぶぶ

22月月1188日日（（木木））
1155：：0000〜〜1188：：0000

企企業業かかららのの課課題題テテーーママをを解解決決すするる
ググルルーーププワワーークク

＜ひとつでも気になる言葉があればぜひご参加ください！＞

#論理的思考力 #アイデア創発の発想力 #マーケティング #就活 #人脈
#学部学年を超えた出会い #あなたならではのリーダーシップ #強み発見
#社会人とのつながり #コミュニケーション力 #グループワーク #他者理解

#スキルアップ #ちょっと変わった経験 #イノベーション

【エントリー方法：2月月4日日（（木木））まで】
▶応募フォームからエントリー
https://forms.gle/DgAZTcCo32JBSYKq5

名古屋大学と岐阜大学の学生を対象とした、リーダーシップ教育の
専門講師とパートナー企業による講義です。

グループワークには社会人メンターの皆さんも参加します。
【2月参加】日本最大級の予約サイトを持つ旅行会社！

ややろろままいいワワーーククシショョッッププ

■期間：毎月2回（1回3時間）※2日程参加必須
■対象学生：全学部・研究科、全学年
■定員：最大50名（先着順）
■開催方法：オンラインzoom

自自分分のの可可能能性性をを広広げげるるチチャャンンススをを掴掴めめ！！

お問合せ先：東海国立大学機構 産学連携ワークショップ事務局
yaromai_ws@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

33月月1111日日（（木木））
1133：：0000〜〜1166：：0000

世世界界基基準準ののリリーーダダーーシシッッププににつついいてて学学ぶぶ

33月月2233日日（（火火））
1133：：0000〜〜1166：：0000

企企業業かかららのの課課題題テテーーママをを解解決決すするる
ググルルーーププワワーークク

＜ひとつでも気になる言葉があればぜひご参加ください！＞

#論理的思考力 #アイデア創発の発想力 #マーケティング #就活 #人脈
#学部学年を超えた出会い #あなたならではのリーダーシップ #強み発見
#社会人とのつながり #コミュニケーション力 #グループワーク #他者理解

#スキルアップ #ちょっと変わった経験 #イノベーション

【エントリー方法：3月月4日日（（木木））まで】
▶応募フォームからエントリー
https://forms.gle/rMwJj599oeR617Tp9

名古屋大学と岐阜大学の学生を対象とした、リーダーシップ教育の
専門講師とパートナー企業による講義です。

グループワークには社会人メンターの皆さんも参加します。
【3月参加】あったらいいなをカタチにする医薬品の製造販売会社！
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学生支援本部スタッフ一覧
 （2021年4月1日）
学生支援本部スタッフ（2021年 4月1日現在）

本 部 長　佐久間淳一（副総長、学生支援担当）
副本部長　鈴木健一

学生相談センター
カウンセリング部門� 　教授（承）鈴木健一○　　准教授（承）杉岡正典　　助教 山内星子　　相談員 小橋亮介
教育連携室� � 　講師 松本寿弥　　学術専門職 織田万美子
メンタルヘルス支援部門� 　准教授 古橋忠晃　　助教 長島渉　　特任助教 横井綾
共修推進部門（兼任）� 　教授（承）田中京子　　特任准教授 高木ひとみ　　特任講師 酒井崇　　特任講師 和田尚子

キャリアサポートセンター
就職キャリア相談部門� � 　准教授 船津静代　　助教 竹本美穂
就職支援部門（兼任）� � 　教授（承）土井康裕○

博士人材キャリア育成部門（兼任）� 　特任准教授 森典華
国際キャリア支援部門� � 　学術専門職 佐藤幸代　　学術専門職 小嶋緑

アビリティ支援センター
修学支援部門� � 　准教授（承）工藤晋平○　　　相談員 茂大祐
ライフデザイン支援部門� 　障害者支援専門職 井手原千恵　

非常勤カウンセラー
学生相談センター
　カウンセリング部門� 　大田知里　　堀　匡　　江副文美　　大塚毬絵　　二村真太郎　　リママユミ　　二宮有輝

キャリアサポートセンター
　就職キャリア相談部門� 　栗原りえ

アビリティ支援センター
　修学支援部門�� 　内藤円佳 ＊ ○ ：センター長

 �（承）：承継枠教員ポスト

名古屋大学　学生支援本部
学生支援棟
・学生相談センター
・キャリアサポートセンター

全学教育棟３F
・アビリティ支援センター

東山キャンパス保健管理室
・メンタルヘルス支援部門

ＩＢ電子情報館
・共修推進部門

開室時間
　月～金曜日　10：00～17：00（祝日除く）

連絡先
　TEL　052（789）5805

E-mail
　soudan@gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

住所
　〒464-8601　名古屋市千種区不老町
　　　　　　　名古屋大学学生支援本部
ホームページ
　http://gakuso.provost.nagoya-u.ac.jp

（2021年4月）


